
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
詞
・
完

目

次

は
じ
め
に
1

問
題
の
所
在

ー
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
調
査
権
の
発
達

一
、
ワ
イ
マ
ー
ル
前

二
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
お
け
る
議
会
調
査
権

ニ
ド
イ
ッ
基
本
法
に
お
け
る
議
会
調
査
権

一
、
基
本
法
に
お
け
る
連
邦
議
会
な
ら
び
に
連
邦
議
会
委
員
会
の
地
位

二
、
調
査
委
員
会
の
法
的
地
位
及
び
手
続
に
関
す
る
原
則
的
問
題
解
決
の
た
め
の
動
き

三
、
基
本
法
第
四
四
条
の
法
的
性
格
と
そ
の
作
用
（
以
上
三
二
巻
一
号
）

三
議
会
調
査
権
と
少
数
者
調
査
権

一
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
と
少
数
者
調
査
権
（
以
上
―
―
―
-
＝
一
巻
一
号
）

二
、
基
本
法
と
少
数
者
調
査
権

H
基
本
法
第
四
四
条
の
成
立
と
少
数
者
調
査
権

口
調
査
委
員
会
の
法
的
地
位
及
び
手
続
に
関
す
る
原
則
的
問
題
解
決
の
た
め
の
動
き

Jノ
数
者
調
査
権
を
中
心
と
し
て
|
_

国
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
主
要
な
判
例
（
以
上
三
四
巻
一
号
）

同
学
説
の
検
討

三
、
現
代
議
会
制
に
お
け
る
少
数
者
調
査
権

む

す

び
ー
少
数
者
調
査
権
を
中
心
と
し
て
1

孝

忠
八
九

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
壺
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
同
。
完

（
三
五
一
）

延

夫



ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
と
議
会
主
義
の
問
題
を
語
る
場
合
、

コ
ル
テ
ス
に
と
っ
て
は
た
だ
、

す
る
こ
と
が
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
短
い
猶
予
期
間
の
範
囲
内
で
の
み
意
味
を
も
つ
。
こ
の
よ
う
な
対
応
は
、
偶
然
な
も
の
で
は
な
く
、
自

(

2

)

 

由
主
義
的
形
而
上
学
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
」

設
置
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

か
ち
合
う
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
あ
ら
ゆ
る
自
由
主
義
的
諸
制
度
を
明
確
に
否
定
し
て
い
っ
た
。
彼
は
、
す
で
に
一
九
二
三
年
に
は
公
開
性

と
討
議
と
い
う
議
会
主
義
的
原
理
の
基
盤
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

神
学
』

(1) ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
（
と
り
わ
け
少
数
者
調
査
権
）
の
成
立
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
、

H
・
プ
ロ
イ
ス
等

(
1
)
 

の
憲
法
構
想
と
議
会
主
義
思
想
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
稿
第
三
章
第
一
節
で
論
及
し
た
。
本
節
で
は
、
ま
ず
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
下
に

お
け
る
憲
法
学
者
の
議
会
調
査
権
に
対
す
る
姿
勢
と
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
の
解
釈
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
概
観
し
、

基
本
法
第
四
四
条
の
解
釈
に
つ
い
て
の
学
説
の
検
討
を
少
数
者
調
査
権
を
中
心
に
行
な
っ
て
み
た
い
。

輯

J

こ
で
は
、

（
一
九
二
二
年
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

学
説
の
検
討

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
と
議
会
主
義

キ
リ
ス
ト
か
バ
ラ
バ
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
延
会
動
議
な
い
し
は
調
査
委
員
会
設
置
と
い
う
答
え
方
を

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
政
治
的
指
導
者
層
の
選
択
に
よ
っ
て
議
会
を
強
化
す
る
と
い
う
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
意
図
を
わ

二
、
基
本
法
と
少
数
者
調
査
権
（
承
前
）

関
法

第
三
四
巻
第
二
号

C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
名
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

「
…
…
論
理
が
一
貫
せ
ず
、
妥
協
を
と
も
な
っ
た
上
記
の
自
由
主
義
は
、

重
大
な
決
定
を
当
面
避
け
る
た
め
の
手
段
の
一
例
と
し
て
調
査
委
員
会

九
〇

（
三
五
二
）

し
か
る
後
に

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
『
政
治



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
国
・
完

議
会
の
調
査
委
員
会
設
置
を
こ
の
よ
う
に
消
極
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
見
解
は
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
下
で
は
あ
ま
り
見
あ
た
ら
な
い
。

調
査
権
に
対
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
考
え
方
は
『
憲
法
論
』

（
一
九
二
八
年
）
の
中
で
一
層
は
っ
き
り
す
る
。
前
述
『
政
治
神
学
』
で
の
臀

(
4
)
 

は
、
議
会
に
お
け
る
一
致
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
の
中
に
、
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
応
す
る
だ

ろ
う
。

し
か
し
、

と
し
て
彼
が
強
い
も
の
か
ら
列
挙
し
て
い
る
事
項
と
、

に
し
て
明
示
的
な
も
の
と
し
て
第
一
に
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
会
調
査
権
（
調
査
委
員
会
）
理
解
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
は
同
書
の
中
で
「
議
会
的
責
任
の
『
事

(
5
)
 

そ
の
中
に
占
め
る
調
査
委
員
会
設
置
の
地
位
で
あ
る
。
彼
は
、
最
も
強
力

拒
否
」
の
後
、
最
後
か
ら
二
番
目
の
も
の
と
し
て
「
調
査
委
員
会
の
設
置
」
を
配
し
て
い
る
。
同
じ
位
置
に
文
書
提
出
要
求
等
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
文
書
提
出
要
求
は
調
査
委
員
会
の
有
す
る
権
限
の
―
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
（
さ
ら
に
は
、
証
拠
調
に
お
け
る
少
数

者
の
「
強
制
的
な
」
文
書
提
出
要
求
権
も
存
在
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
）
、

も
の
」
と
位
置
づ
け
る
か
は
別
と
し
て
、

し
か
し
、

「
議
会
の
決
議
に
よ
る
直
接
的
罷
免
」
を
挙
げ
、
第
―
二
番
目
の
「
何
ら
か
の
政
府
の
提
案
の

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
こ
の
見
解
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
し
か
に
今
日
で
も
、

(
H
・
フ
ロ
ス
ト
）
と
い
わ
れ
る
。

「
議
会
調
査
権
は
、
事
実
上
、
連
邦
議
会
に
与
え
ら
れ
た
質
問
権
と
い
う
弱
い
形
態
と
、
不
信
任
投
票
と
い
う
最
も
強
力
な
表
現
と
の
中

(
6
)
 

間
段
階
に
位
置
す
る
、
連
邦
政
府
に
対
す
る
統
制
作
用
で
あ
る
」

一
般
的
に
調
査
権
に
途
方
も
な
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、

め
う
る
と
い
う
少
数
者
調
査
権
、

九
調
査
権
を
ど
の
程
度
「
強
力
な

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
制
定
過

(

7

)

 

ウ
ェ
ー
バ
ー
が
こ
の
過
大
評
価
に
貢
献
し
た
と
さ
れ
て
は
い
る
。

ま
た
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
こ
の
よ
う
な
調
査
権
の
位
置
づ
け
に
は
、
議
会
の
五
分
の
一
の
議
員
が
調
査
委
員
会
設
置
を
議
会
に
行
な
わ
し

さ
ら
に
は
こ
の
少
数
者
調
査
権
に
よ
っ
て
実
効
な
ら
し
め
よ
う
と
さ
れ
た
、
行
政
に
対
す
る
議
会
的
統

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
は
、
議
会
主
義
化
の
手
段
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
評
価
す
る
が
、
こ
の
評
価
は
事
実

制
と
い
う
観
点
が
抜
け
落
ち
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

程
に
お
い
て
、

態
』
」

（
三
吾
―
―
)



J

・
ハ
ッ
チ
ェ
ッ
ク
(
J
•
H
a
t
s
c
h
e
k
)

は
、
議
会
委
員
会
活
動
の
基
本
原
則
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
①
少
数
者
代
表
の

(
1
1
)
 

議
会
に
対
す
る
委
員
会
の
独
立
性
の
原
則
。
さ
ら
に
彼
は
、
調
査
手
続
の
基
本
原
則
と
し
て
、
①

あ
る
、

員
会
が
三
分
の
二
の
特
別
多
数
で
決
議
し
な
い
か
ぎ
り
、
調
査
は
公
開
で
行
な
わ
れ
る
、
R

(12) 

と
い
う
こ
と
を
挙
げ
る
。
委
員
会
制
度
の
中
で
も
、
常
任
委
員
会
制
度
に
つ
い
て
は
、

ら
れ
て
き
て
い
た
議
会
を
一
面
に
お
い
て

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
と
こ
ろ
の
『
行
動
的
議
会
』

(
a
r
b
e
i
t
e
n
d
e
P
a
r
l
a
m
e
n
t
)
 

(13) 

し
め
た
と
も
評
価
さ
れ
る
」
が
、
調
査
委
員
会
が
十
分
な
役
割
を
果
た
し
得
ず
、
か
え
っ
て
否
定
的
に
す
ら
評
価
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
す

「
た
ん
な
る
手
続
規
定
で
は
な
く
、
実
体
的
な
権
限
規
範

(materielle

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
は
、

(14) 

で
も
あ
る
」

(
W
・
レ
ワ
ル
ト
）
と
、
調
査
権
を
積
極
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
学
説
も
一
部
に
は
存
在
し
た
が
、
多
数
の
支
持
を
得
る

に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
立
憲
君
主
制
下
に
お
い
て
、

た
ん
な
る
技
術
的
・
中
立
的
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
「
事
実
の
調

査
」
の
み
を
議
会
は
行
な
い
う
る
と
す
る
考
え
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
学
説
の
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
基
本
法

で
に
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

原
則
、
R

秘
密
の
原
則
、
③

と
で
あ
る
。
(
F
.
M
・
マ
ル
ク
ス
）
て
い
た
し
、

と
し
て
は
あ
た
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

(
8
)
 
っ」

関
法

第
三
四
巻
第
二
号

Z
u
s
t
i
i
n
d
i
g
k
e
i
t
s
n
o
r
m
)
 

と
化
せ

「
め
ざ
ま
し
い
発
達
は
、
無
力
化
せ
し
め

調
査
委
員
会
の
設
置
は
少
数
者
の
権
利
で 委

「
ラ
イ
ヒ
議
会
の
調
査
が
、

ワ
イ
マ
ー
ル
民
主

（
三
五
四
）

「
議
会
の
調
査
は
、
行
政
府
に
対
す
る
立
法
的
統
制
の
本
質
的
要
素
と
み
な
さ
れ
る
に
至

「
調
査
委
員
会
の
目
的
の
第
一
は
、
行
政
の
効
果
的
批
判
に
必
要
な
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ

つ
ま
り
、
委
員
会
は
少
数
者
の
保
護
に
と
っ
て
の
力
強
い
手
段
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
動
議
提
出
者
は
、
調
査
の
範
囲

及
び
取
調
べ
る
証
拠
範
囲
の
二
つ
と
も
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、

(
9
)
 

光
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
」

た
と
え
数
の
上
で
反
対
派
が
少
数
で
も
…
…
隠
さ
れ
た
事
実
に

(
H
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
）
と
も
云
わ
れ
て
い
た
が
、

(10) 

主
義
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
発
展
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 九



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
詞
・
完

質
問
権
で
あ
り
、

調
査
権
は
、

九

一
般
に
行
政
に
対
し

(
A
・
カ
ッ
ツ
）
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
統
制
権
た
る
性
格
を
有
す
る

第
四
四
条
の
制
定
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
基
本
的
に
は
変
化
し
て
な
い
と
い
え
よ
う
。

こ

n

こ、

t
し
カ
ー

と
す
る
調
査
権
の
新
ら
た
な
捉
え
な
お
し
を
も
含
め
て
、
少
数
者
権
の
拡
大
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
が
調
査

権
の
『
本
質
』
把
握
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
以
下
基
本
法
第
四
四
条
の
解
釈
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
少
数
者
調
査
権
を
中
心
と

こ
の
こ
と
は
、

(17) 

(K. J
.
 
P
a
r
t
s
c
h
)

が
一
九
六
四
年
第
四
五
回
ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
の
鑑
定
書
の
中
で
述
べ
て
い
た
。

「
議
会
が
他
の
国
家
機
関
か
ら
独
立
し
て
、
議
会
の
作
用
に
必
要
な
情
報
を
入
手
す
る
た
め
に
議
会
に
与
え
ら
れ
た
鋭
い

(16) 

か
つ
統
制
権
で
あ
る
」

「
調
査
権
、
す
な
わ
ち
一
定
の
事
実
関
係
、
現
象
又
は
不
正
を
確
認
・
審
査
す
る
た
め
に
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
権
利
は
、
最
終
的

(18) 

に
は
議
会
の
統
制
作
用
の
主
張
の
た
め
の
議
会
の
道
具
で
あ
る
」

調
査
権
が
主
と
し
て
何
に
向
け
ら
れ
る
の
か
、

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
学
説
の
対
立
が
み
ら
れ
る
。

「
調
査
委
員
会
と
い
う
機
関
を
有
す
る
議
会
の
権
利
は
、
不
正

(
M
i
B
s
t
i
i
n
d
e
)

し
て
概
観
し
て
み
た
い
。

C
・
レ
ー
シ
ッ
ヒ

(
C
.
L
a
s
s
i
g
)

は、

「
議
会
に
よ
る
統
制
権
の
一
っ
と
し
て
の
議
会
調
査
権
は
、
こ
の
調
査
に
お
い
て
中
心
と
な
っ
て
い
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
調
査
の
場
合
に
、

(19) 

不
正
に
対
す
る
議
会
に
よ
る
報
告
・
情
報
の
目
的
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
し
、
ク
ラ
イ
ン
も
、
「
議
会
に
よ
る
政
府

(20) 

監
督
の
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
政
府
作
用
審
査
の
効
果
的
な
手
段
」
と
捉
え
て
い
る
。

K
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
、
「
議
会

(21) 

の
調
査
委
員
会
は
き
わ
め
て
重
要
な
統
制
手
段
で
あ
る
」
と
考
え
、
さ
ら
に

L
.
A
・
フ
ェ
ア
シ
ュ
タ
イ
ル

(L.
A. 
V
e
r
s
t
e
y
l
)

も、

を
明
る
み
に
出
す
こ
と
で
あ
り
、（三

五
五
）

(
F
・
ク
ラ
イ
ソ
）
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

③
調
査
権
の
『
本
質
』
|
|
_
調
査
権
の
法
的
性
格
及
び
目
的
に
つ
い
て

K
.
J
.
。
ハ
ル
チ
ュ

「
権
力
分
立
の
構
造
変
化
」
を
前
提



こ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
、

K
・
シ
ュ
テ
ル
ン

詳
論
し
て
み
た
い
。

関
係
の
「
構
造
変
化
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

第
三
四
巻
第
二
号

調
査
権
の
目
的
が
主
と
し
て
行
政
の
統
制
に
あ
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
。

こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
後
に

調
査
委
員
会
の
こ
の
主
た
る
任
務
は
、
調
査
権
の
実
質
的
な
担
い
手
の
変
化
と
の
関
係
か
ら
も
論
じ
ら
れ
る
。

H
•

エ
ー
ム
ケ

E
h
m
k
e
)
は
、
伝
統
的
な
調
査
委
員
会
が
今
日
ど
の
よ
う
な
任
務
を
有
効
に
行
使
し
う
る
か
に
つ
い
て
、
議
会
内
反
対
派
が
批
判
、
提
案

(23) 

及
び
立
法
発
案
に
よ
っ
て
政
府
11
議
会
多
数
者
の
計
画
に
影
孵
を
及
ぼ
す
こ
と
の
意
義
を
重
視
す
る
。
彼
は
以
前
か
ら
、

の
任
務
及
び
権
利
は
、
政
府
及
び
官
庁
の
意
思
に
反
し
て
で
も
、
そ
れ
ら
の
意
思
か
ら
『
独
立
』
し
て
調
査
を
お
こ
な
い
、
必
要
と
あ
ら

(24) 

ば
強
制
手
段
に
よ
っ
て
実
行
し
ぬ
く
と
い
う
こ
と
の
中
に
存
す
る
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
第
四
五
回
法
律
家
会
議
で
は
、
少
数
者
権
に
も

と
つ
く
立
法
調
査
は
議
会
主
義
制
度
の
中
に
い
か
な
る
地
位
を
も
占
め
て
お
ら
ず
、
政
府
・
行
政
に
対
す
る
統
制
に
こ
そ
少
数
者
調
査
権

(25) 

が
十
分
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
彼
の
テ
ー
ゼ
第
三
項
は
、
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
議
会
の
調
査

委
員
会
は
各
種
の
目
的
の
た
め
に
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
有
意
義
な
作
用
は
刑
事
訴
訟
法
を
準
用
し
か
つ
少
数
者
権
に
拘
束
さ
れ

(26) 

た
調
査
委
員
会
が
不
正
調
査
の
領
域
内
で
の
み
実
行
し
う
る
と
謳
っ
て
い

t

こ
の
よ
う
に
、
調
査
権
の
目
的
を
主
と
し
て
行
政
の
統
制
に
あ
る
と
す
る
考
え
の
前
提
の
―
つ
に
、
今
日
に
お
け
る
議
会
と
政
府
と
の

つ
ま
り
調
査
委
員
会
は
、
政
府
に
対
し
て
、

関
法

フ
ニ
ア
シ
ュ
タ
イ
ル
は
、
先
に
引
用
し
た
文
言
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
議
会
と
政
府
と
の
今
日
の
理
解
に
対
応
す
る
の
は
、
調
査
委
員
会
の
設
置
権
が
真
に
反
対
派
の
権
利
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
切
）

さ
ら
に
は
政
府
与
党
に
対
し
て
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

(K. S
t
e
r
n
)
 

「
調
査
委
員
会

は
基
本
法
第
四
四
条
は
、
調
査
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
目
的
に
仕
え
る

九
四

(H. 

（
三
五
六
）

(22) 

て
向
け
ら
れ
て
き
た
。
…
…
調
査
委
員
会
の
調
査
対
象
の
中
で
近
年
い
わ
ゆ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
調
査
が
意
味
を
ま
し
て
き
た
」
と
述
べ
、



調
査

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
国
・
完

w
．
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ

(
E
.
W
.
B
0
1
c
k
e
n
f
0
1
r
d
e
)
 

it少
数
者
調
査
権
ー
を
位
置
づ
け
る
こ
と
等
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

九
五

「
積
極
的
」
理
由
と
し
て
は
、
こ
の
現
象
を
た
ん
に
事
実
上
生
じ
た

べ
き
か
に
つ
い
て
未
決
定
の
ま
ま
で
あ
り
、
行
政
府
に
対
す
る
統
制
手
段
と
し
て
の
み
、
暴
露
の
た
め
の
調
査
又
は
情
報
入
手
手
段
と
し

て
の
調
査
等
に
限
定
さ
れ
る
と
す
る
こ
と
は
、
歴
史
的
に
み
て
も
、
本
質
的
に
も
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
彼
は
、
伝
統
的
な
調
査

(28) 

対
象
の
分
類
を
行
な
っ
て
い
る
。

立
法
調
査
、
行
政
調
査
、
選
挙
調
査
等
の
伝
統
的
な
調
査
対
象
の
中
で
、
今
日
現
実
的
に
も
機
能
し
「
公
衆
に
調
査
委
員
会
の
イ
メ
ー

ジ
を
形
成
し
て
い
る
」
の
が
行
政
に
対
す
る
調
査
（
不
正
調
査
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
調
査
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
は
、
憲
法
改
革
予
備
調
査

(29) 

会
の
最
終
報
告
及
び
多
く
の
学
説
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
予
備
調
査
会
（
連
邦
議
会
議
院
規
則
第
五
六
条
）
等
に
よ
っ
て
立
法
調
査

が
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
な
わ
れ
る
可
能
性
が
拓
け
、
こ
れ
ら
の
分
野
で
の
調
査
委
員
会
の
独
自
性
・
優
位
性
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
の
「
消
極
的
」
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

も
の
と
捉
え
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
議
院
内
閣
制
の
下
に
お
け
る
政
府
と
議
会
と
の
関
係
の
「
構
造
変
化
」
に
議
会
の
調
査
権
ー
と
り
わ

た
だ
、
こ
こ
で
述
べ
て
き
た
調
査
権
の
「
本
質
」
的
性
格
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
の
行
政
に
対
す
る
統
制
の
た
め
の
調
査
、

R
行
政
統
制
の
領
域
を
こ
え
る
不
正
調
査

不
正
調

査
は
伝
統
的
任
務
領
域
の
中
に
立
法
調
査
等
と
並
列
的
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
行
政
調
査
、
統
制
調
査
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

E
.

は
、
議
会
の
行
な
う
調
査
を
①
伝
統
的
任
務
領
域
に
属
す
る
立
法
、
統
制
、
選
挙

に
分
類
し
、
不
正
調
査
を

③
議
会
及
び
世
論
へ
の
情
報
（
提
供
）
の
た
め
の
調
査

議
会
の
国
民
代
表
機
関
と
し
て
の
任
務
と
把
握
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
議
会
調
査
が
、
「
議
会
の
法
的
決
定
準
備
の
た
め
に
認
め
ら

れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
様
に
、
政
治
的
態
度
の
準
備
の
た
め
に
も
認
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
調
査
権
の
目
的
を
論
ず
る
場
合
、
調
査
の
目
的
・
対
象
と
「
調
査
権
の
目
的
」
と
は
明
確
に
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
だ

（
三
五
七
）



(
b
)
 
権
力
分
立
及
び
連
邦
国
家
原
理
に
違
反
す
る
調
査
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

視
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
。

(

a

)

 

な
い
、

①
 

(3) 

関
法

第
三
四
巻
第
二
号

ろ
う
。
匝
マ
ウ
ン
ツ
(
T
h
.
M
a
u
n
z
)
が、

し
た
が
っ
て
、
そ
の
調
査
に
よ
っ
て
独
立
し
た
目
的
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
連
邦
議
会
の
他
の
下
部
機
関
が
そ
う
す
る
よ
う
に
他
の

(32) 

あ
ら
ゆ
る
委
員
会
、
連
邦
議
会
の
決
定
・
決
議
を
準
備
す
る
し
、
そ
う
す
べ
き
で
も
あ
る
」
と
述
べ
る
と
き
、
調
査
の
目
的
・
対
象
を
論

じ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
少
数
者
調
査
権
を
含
む
調
査
権
の
目
的
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
説
明
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ク
ラ
イ

ン
も
、
「
調
査
委
員
会
の
権
利
は
、
連
邦
議
会
の
委
員
会
の
あ
ら
ゆ
る
他
の
権
利
と
同
じ
よ
う
に
、
連
邦
議
会
の
決
定
を
準
備
す
る
と
い

ぅ
臣
的
に
役
血
つ
]
3
、
（
傍
点
引
用
者
）
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
連
邦
議
会
の
決
定
を
準
備
す

(34) 

る
と
い
う
目
的
を
有
す
る
調
査
を
強
制
的
に
で
も
行
な
い
う
る
と
い
う
権
利
の
目
的
で
あ
る
。

調
査
権
の
限
界

調
査
の
対
象

マ
ウ
ン
ツ
は
、
調
査
の
対
象
と
限
界
を
議
会
が
決
定
す
る
と
い
う
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
調
査
委
員
会
は
「
議
会
の
意
思
か
ら
独
立
し
た

(35)

（

36) 

独
自
の
活
動
領
域
を
有
し
な
い
」

(
R
G
Z
1
0
4
,
 
4
3
0
)

と
い
う
こ
と
を
認
め
る
。
調
査
の
対
象
は
、
連
邦
議
会
の
権
限
内
の
事
項
に
限
定

さ
れ
る
。
バ
ル
チ
ュ
は
、
調
査
対
象
を
憲
法
条
文
及
び
議
院
規
則
の
中
で
明
示
さ
れ
た
事
項
に
限
定
し
、
こ
れ
を
こ
え
る
調
査
は
許
さ
れ

(37)

（

38) 

と
考
え
る
が
、
調
査
対
象
を
制
定
法
上
明
示
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
は
否
定
的
見
解
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

調
査
委
員
会
は
、
個
別
的
な
事
件
（
事
実
及
び
事
実
関
係
）
の
調
査
の
た
め
に
そ
の
都
度
設
置
さ
れ
、

日
常
的
な
行
政
活
動
監

「
調
査
委
員
会
は
、

あ
ら
ゆ
る
他
の
委
員
会
と
同
じ
よ
う
に
議
会
の
補
助
機
関
で
あ
る
。

九
六

（
三
五
八
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
四
・
完

「
反
映
理
論

(
R
e
f
l
e
x
t
h
e
o
r
i
e
)」

調
査
に
は
公
益
が
存
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
個
人
の
私
的
領
域
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
に
つ
い
て
は
学
説
の
一
応

(39) 

の
一
致
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

(

a

)

に
つ
い
て
、
議
会
の
特
別
委
員
会
（
連
邦
議
会
議
院
規
則
第
五
四
条
）
と
し
て
の
調
査
委
員
会
の
性
格
か
ら
当
然
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
調
査
委
員
会
制
度
の
存
在
自
体
が
一
般
的
に
行
政
に
対
す
る
議
会
の
監
視
と
い
う
目
的
を
も
つ
こ
と
と
は
別
の
問
題
と
い
え
よ
う
。

「
調
査
委
員
会
の
権
利
を
も
有
す
る
」

(40) 

で
必
要
と
み
な
し
た
調
査
を
行
な
い
う
る
。

(41) 

(
b
)
に
つ
い
て
、
連
邦
議
会
は
自
ら
が
権
力
分
立
の
範
囲
内
で
有
し
て
い
る
権
利
の
み
を
調
査
委
員
会
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
、
ク
ラ
イ
ン
も
明
言
す
る
よ
う
に
、
行
政
府
に
対
す
る
調
査
と
司
法
の
分
野
に
対
す
る
調
査
と
で
は
、
そ
の
限
界
が
異
な
っ
て
い
る
。

行
政
府
に
対
す
る
調
査
は
、
(42) 

よ
っ
て
は
限
定
さ
れ
な
い
。
」
の
で
あ
る
。

(43) 

い
か
ぎ
り
認
め
ら
れ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

連
邦
国
家
原
理
に
も
と
づ
く
限
界
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
連
邦
議
会
自
身
が
ラ
ン
ト
に
対
す
る
何
の
直
接
的
監
督
権
も
有
し
て
い
な

い
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

し
か
し
、
連
邦
議
会
は
連
邦
政
府
に
対
す
る
議
会
的
統
制
権
を
持
っ
て
お
り
、
連
邦
政
府
が
ラ
ン
ト
行
政
府
に

(44) 

対
す
る
統
制
権
、
監
督
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ン
ト
行
政
府
の
措
置
に
対
す
る
調
査
が
間
接
的
に
導
き
だ
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る

(45) 

で
あ
る
。
市
町
村
（
ゲ
マ
イ
ン
デ
）
固
有
の
事
務
は
、

調
査
で
き
な
い
。
市
町
村
へ
の
委
任
事
務
に
関
し
て
は
、
連
邦
政
府
が
ラ
ン
ト
行
政
の
一
部
と
し
て
の
市
町
村
行
政
に
対
す
る
統
制
権
、

(46) 

監
督
権
を
有
し
て
い
る
か
否
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

国
防
委
員
会
は
、

(

C

)

 

J

れ
に
対
し
て
、

九
七

(-―一五九）

し
た
が
っ
て
、
連
邦
議
会
の
調
査
委
員
会
が

司
法
の
分
野
で
調
査
委
員
会
は
「
司
法
の
独
立
性
と
自
立
性
に
千
渉
し
な

（
基
本
法
第
四
五
条
の

a
第
二
項
）
常
設
的
な
委
員
会
と
し
て
、
自
ら
の
判
断

「
そ
れ
が
行
政
府
に
対
す
る
議
会
的
統
制
を
行
使
す
る
こ
と
に
役
立
つ
か
ぎ
り
に
お
い
て
権
力
分
立
原
理
に



含
む
」

で
あ
る
。

た
し
か
に
、

（
マ
ウ
ン
ツ
、

「
事
実
の
調
査
」
は
、
調
査
事
実
を
連
邦
議
会
に
報
告
す
る
の
み
で
、
委
員
会
が
評
価
・
判
断
を
行
な
わ
な
い
こ
と
を
さ
し
て
い
る
よ
う

「
調
査
委
員
会
の
活
動
は
、
：
・
・
・
・
事
実
の
調
査
に
限
定
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
調
査
し
た
事
実
関
係
の
評
価
を
も

（
シ
ュ
ッ
ツ
ェ
）
、
あ
る
い
は
「
調
査

(
Un
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
)

と
い
う
概
念
は
事
実
の
調
査
の
み
を
意
味
し
、
調
査
事
実
の
批
判
的

評
価
を
含
ま
な
い
」
（
ル
ー
カ
ス
）
と
い
う
言
い
方
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

(54) 

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

を
も
行
な
い
う
る
と
い
う
の
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
」

現
在
で
は
、

R
 
「
事
実
の
調
査
」
に
つ
い
て

と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
三
六
0
)(47) 

「
議
会
は
、
今
日
の
理
解
で
は
、
た
ん
な
る
立
法
機
関
で
は
な
く
、
政
府
及
び
行
政
の
統
制
を
お
こ
な
う
機
関
で
あ
る
」
（
ク
ラ
イ
ン
）

し
た
が
っ
て
(

C

)

で
述
ぺ
た
よ
う
に
、
議
会
は
前
述
限
界
の
範
囲
内
で
特
別
の
公
益
を
有
す
る
各
々
の
対
象
を
調
査

(48) 

「
審
理
」
し
う
る
分
野
よ
り
は
広
い
。
フ
ェ
ア
シ
ュ
ク
イ
ル
は
、

議
員
を
対
象
と
す
る
調
査
で
あ
っ
て
も
、
テ
ー
マ
が
公
務
員
等
の
贈
収
賄
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、
公
益
性
が
肯
定
さ
れ
る

(49) 

と
す
る
。
シ
ョ
ル
ッ
も
、
調
査
に
必
要
な
公
益
が
私
益
と
重
な
り
あ
っ
て
い
る
と
き
に
は
そ
の
調
査
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

(50) 
る。

つ
ま
り
、
関
係
性
の
原
理

(
P
r
i
n
z
i
p
d
e
r
 V
e
r
h
a
l
t
n
i
s
m
i
i
8
i
g
k
e
i
t
)
に
よ
っ
て
私
的
自
治
の
領
域
は
決
定
さ
れ
る
と
い
う
。
さ
ら

に
、
少
数
者
動
議
は
「
公
益
」
を
推
定
せ
し
め
る
と
し
、
公
益
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
明
白
な
立
証
を
な
さ
な
い
か
ぎ
り
、
多
数
者
は

(
5
1
)
 

少
数
者
動
議
を
否
決
で
き
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
基
本
法
第
一
条
第
一
項
及
び
第
二
条
第
一
項
で
明
示
さ
れ
た
基
本
権
保
障
領
域
に
お

(52) 

い
て
議
会
調
査
委
員
会
が
原
則
的
に
活
動
で
き
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

「
調
査
対
象
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
調
査
委
員
会
は
事
実
の
調
査

(
T
a
t
s
a
c
h
e
n
e
r
m
i
t
t
l
u
n
g
)
 

ク
ラ
イ
ン
）
と
い
わ
れ
て
い
蘇
os

た
だ
、
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る

す
る
。
調
査
に
値
す
る
公
益
あ
り
と
判
断
さ
れ
る
分
野
は
、

関
法

第
三
四
巻
第
二
号

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
下
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
は
多
数
の
見
解

九
八

に
制
限
さ
れ
ず
、

評
価

一
人
の
前



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
縛
・
完

と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

九
九

（
三
六
一
）

調
査
事
実
の
評
価
・
判
断
を
行
な
わ
ず
、
事
実
関
係
の
報
告
の
み
を
行
な
う
調
査
、

れ
ぞ
れ
を
意
味
し
て
使
用
さ
れ
た
り
、
こ
の
中
の
い
く
つ
か
を
あ
わ
せ
て
用
い
ら
れ
た
り
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

の
そ

④
の
概
念
は
、
主
と
し
て
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
制
定
前
に
主
張
さ
れ
、
委
員
会
が
証
拠
調
権
等
の
強
制
手
段
を
も
た
な
い
「
非
権
力
的
」

な
、
た
ん
な
る
情
報
収
集
目
的
、
技
術
的
意
味
を
も
つ
調
査
の
み
を
行
な
い
う
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
権
力
分
立
主
義
の

名
の
下
に
、
議
会
に
よ
る
行
政
府
に
対
す
る
統
制
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
傾
向
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
立
憲
君
主
制
時
代
か
ら
根
強
く
続

い
て
お
り
、

た
ん
な
る
「
事
実
の
調
査
」
し
か
行
な
え
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
こ
の
伝
統
の
上
に
立
つ
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
実
際
上
、
調
査
委
員
会
が
具
体
的
な
事
件
の
判
断
と
は
全
く
別
の
目
的
を
も
追
求
す
る
傾
向
が
ビ
ス
マ
ル
ク
憲
法
(
-
八
七
一
年
）

(55) 

の
下
で
も
み
ら
れ
た
こ
と
を
ハ
ッ
チ
ェ
ッ
ク
は
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、

G
・
ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
ワ
イ

(56) 

マ
ー
ル
憲
法
草
案
に
お
い
て
も
法
律
案
の
準
備
の
為
、
事
実
資
料
を
収
集
す
る
た
め
の
事
実
の
調
査
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
制
定
に
よ
り
憲
法
条
文
か
ら
「
事
実
の
調
査
」
と
い
う
文
言
は
姿
を
消
し
た
が
、
調
査
は
特
定
の
事
実
の
み
を
対
象

と
す
る
と
い
う
形
で
「
特
定
性
命
題

(
B
e
s
t
i
m
m
t
h
e
i
t
s
g
e
b
o
t
)
」
が
要
求
さ
れ
、
＠
の
意
味
で
「
事
実
の
調
査
」
と
い
う
概
念
が
維
持

(57) 

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
時
代
に
は
調
査
結
果
を
委
員
会
が
評
価
・
判
断
し
う
る
か
否
か
に
つ
き
争
い
が
あ
っ
た
が
、

現
在
で
は
こ
の
対
立
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
委
員
会
が
必
要
と
み
な
し
た
評
価
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
は
当
然

「
事
実
の
調
査
」
を
◎
の
意
味
で
捉
え
る
と
き
、
確
か
に
「
調
査
委
員
会
は
事
実
の
調
査
に
制
限
さ
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
一
般
的

(58) 

見
解
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
出
来
よ
う
が
、

対
象
が
特
定
性
、
具
体
性
を
持
つ
調
査
、
◎

し
か
し
、

「
調
査
の
対
象
は
、
そ
の
解
明
に
公
益
が
存
す
る
と
こ
ろ
の
事
実
に
つ
い
て
の
調
査

「
事
実
の
調
査
」
と
い
う
概
念
は
、
①
特
定
の
事
実
又
は
事
件
の
み
を
対
象
と
す
る
「
非
権
力
的
」
調
査
、
＠
調
査
の



、、カ
こ
の
見
解
は
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
時
代
、

の
こ
と
に
属
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

も、

第
三
四
巻
第
二
号

関
法

(
5
9
)
 

で
あ
る
」
と
も
い
わ
れ
、
現
在
で
は
＠
の
意
味
で
調
査
が
特
定
の
事
実
関
係
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
を
厳
格
に
解
釈
す
る
場
合
に
は
、
調
査
権
の
有
効
な
行
使
に
対
す
る
制
約
理
論
と
も
な
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
＠
の
概

念
の
中
に
、
④
の
「
非
権
力
的
」
な
概
念
を
す
べ
り
こ
ま
せ
る
と
き
に
は
、
調
査
権
の
実
効
的
な
行
使
は
望
め
な
い
と
い
え
よ
う
。

(60) 

「
議
会
調
査
権
は
、
国
民
代
表
議
会
に
与
え
ら
れ
た
活
動
の
不
可
欠
の

k
o
r
o
l
l
a
r

と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
」

「
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
委
員
会
は
、

さ
ら
に
は
、

(
J
・
ケ
ル
プ
レ
）
と

そ
れ
を
設
置
し
た
議
会
の
権
限
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
連
邦
議
会
は
調

査
委
員
会
に
自
己
自
身
の
有
し
て
い
な
い
権
利
を
付
与
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

(
6
1
)
 

の
固
有
の
権
限
の
み
を
行
使
す
る
」

（
ク
ラ
イ
ン
、

③
 

「
コ
ロ
ラ
ル
理
論
」
に
つ
い
て

し
た
が
っ
て
連
邦
議
会
は
、
調
査
委
員
会
に
よ
っ
て
自
己

マ
ウ
ン
ツ
）
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
調
査
委
員
会
は
議
会
の
補
助
機
関
だ
か
ら
、

そ
の
権
限
は
全
体
と
し
て
の
議
会
の
権
限
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
す
る
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
コ
ロ
ラ
ル
理
論
」
は
、
そ
の
定
義
自
体
一
見
自
明

「
調
査
委
員
会
は
、
他
の
す
べ
て
の
ラ
イ
ヒ
議
会
委
員
会
と
同
じ
よ
う
に
、
ラ
イ
ヒ
議
会
の

決
定
を
準
備
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。
…
…
こ
の
権
限
は
、
ラ
イ
ヒ
議
会
自
身
の
権
限
を
こ
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ラ
イ
ヒ
議
会
は
、
自

(62) 

ら
の
有
し
な
い
権
限
を
委
員
会
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
（
G
．
ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
全
く

(
6
3
)
 

同
様
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
「
調
査
委
員
会
は
、
連
邦
議
会
が
付
託
す
る
以
上
の
権
限
を
有
し
な
い
」
（
マ
ン
ゴ
ル
ト
11
ク
ラ
イ
ン
）
と

(
6
4
)
 

「
調
査
委
員
会
は
、
連
邦
議
会
自
身
よ
り
も
広
い
範
囲
の
権
利
や
権
限
を
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
カ
ッ
ツ
）
。

「
調
査
権
は
、
議
会
に
与
え
ら
れ
た
、
憲
法
上
の
権
限
を
こ
え
て
拡
大
す
る
と
こ
ろ
の
独
自
の
目
的
を
持
た
な
い
。
す
な
わ
ち
、
議
会
の

(65) 

権
限
の
範
囲
内
で
の
み
行
使
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
」
（
バ
ル
チ
ュ
）
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ロ
ラ
ル
理
論
か
ら
先
に
述

1
0
0
 （
三
六
二
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
斡
・
完

調
査
権
の
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

「
連
邦
議
会
の
権
限
に
属
さ
な
い
事
項
は
、
他
の
憲
法
上
の
機
関
の
排
他
的
権
限
に
属
す
る
の
で
、
調
査
権
は

(66) 

連
邦
議
会
が
権
限
を
有
し
て
い
な
い
事
項
に
は
及
ば
な
い
。
…
…
つ
ま
り
、
調
査
委
員
会
は
、
議
会
の
権
限
内
で
の
み
活
動
し
う
る
」
と

フ
ェ
ア
シ
ュ
タ
イ
ル
も
、
調
査
委
員
会
が
連
邦
議
会
の
下
級
機
関
で
あ
り
、
あ
る
機
関
は
、

い
る
権
限
の
み
を
そ
の
下
級
機
関
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
原
則
的
に
は
承
認
す
る
。
し
か
し
、
調
査
委
員
会
の
場
合
に

(67) 

は
、
連
邦
議
会
自
身
が
有
し
て
い
な
い
権
限
を
そ
の
下
級
機
関
に
付
託
す
る
例
だ
と
考
え
て
い
る
。

調
査
が
連
邦
議
会
の
権
限
内
で
の
み
行
な
わ
れ
る
、

と
云
わ
れ
る
場
合
、
暗
黙
裡
に
調
査
が
「
非
権
力
的
」
な
性
格
を
帯
び
た
、
た
ん

な
る
調
査
で
あ
り
、
そ
の
調
査
は
連
邦
議
会
の
「
他
の
」
諸
権
限
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
の
み
行
使
さ
れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
帝
制
時
代
と
は
異
な
り
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
以
降
明
文
規
定
に
お
い
て
証
拠
調
権
、
少
数
者
権
を
与
え
ら
れ
た
調

査
権
を
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。

る
た
め
、
少
数
者
調
査
権
は
設
置
行
為
に
制
限
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
と
な
ら
べ
て
、

1
0
 

こ
の
理
論
が
実
際
上
果
た
す
役
割
を
い
み
じ
く
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
稿
第
二
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

（三六一＿一）

L
・
キ
ス
ラ
ー

(L.
KiBler)
が
、
少
数
者
調
査
権
濫
用
の
危
険
を
避
け

コ
ロ
ラ
ル
理
論
の
活
用
を
挙
げ
て
い
磁
、
の
は
、

「
全
体
と
し
て
の
議
会
の

権
限
」
の
中
に
は
、
憲
法
上
明
規
さ
れ
た
調
査
委
員
会
の
権
限
も
含
ま
れ
る
の
で
、
基
本
法
第
四
四
条
以
外
の
連
邦
議
会
の
そ
の
他
の
権

限
に
よ
っ
て
の
み
調
査
委
員
会
の
権
限
内
容
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

全
体
と
し
て
の
議
会
の
権
限
に
よ
っ
て
決
ま
る
」
と
い
う
文
字
通
り
の
意
味
に
お
け
る
コ
ロ
ラ
ル
理
論
そ
れ
自
体
で
は
、
調
査
権
の
限
界

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
基
本
法
第
四
四
条
自
体
の
解
釈
及
び
連
邦
議
会
の
他
の
権
限
の
確
定
に
よ
っ
て
の
み

「
調
査
委
員
会
の
権
限
は

述
べ
る
。

一
般
的
に
、
自
己
自
身
が
有
し
て

K
・
シ
ュ
テ
ル
ン
は
、

べ
た
、
調
査
対
象
の
限
界
(

(

a

)

：(
C

)

）
が
生
ず
る
。



（イ）

第
一
二
四
巻
第
二
号

「
何
人
も
自
己
の
有
す
る
よ
り
以
上
の
権
利
を
他
人
に
譲
渡
し
え
な
い

(
m
e
m
o
p
l
u
s
 juris a
d
 a
l
i
u
m
 transferre potest, q
u
a
m
 

(69) 

i
p
s
e
 h
a
b
e
t
)
」
と
い
う
言
葉
で
こ
の
原
則
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
前
述
の
意
味
に
お
い
て
も
、
こ
の
ロ
ー
マ
法
原
則
を
そ
の
ま

調
査
権
の
行
使

調
査
委
員
会
の
設
置

連
邦
議
会
は
、
連
邦
議
会
の
議
決
の
一
般
原
則
に
し
た
が
い
多
数
決
に
よ
っ
て
調
査
委
員
会
の
設
置
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
、
連
邦
議
会
議
員
の
四
分
の
一
に
み
た
な
い
、
会
派
で
も
動
議
を
提
出
で
き
る
。

が
決
定
さ
れ
、
議
会
は
設
置
動
議
を
自
由
に
変
更
し
て
調
賽
目
的
・
対
象
を
決
定
し
う
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
一
般
原
則
に
も
と
づ
く
調

査
委
員
会
の
設
置
は
一
般
に
「
多
数
者
調
査
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
議
員
の
四
分
の
一
の
動
議
に
も
と
づ
く
調
査
委

員
会
設
置
ー
一
般
に
「
少
数
者
調
査
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
1

の
場
合
で
あ
る
。

し
か
し
、
単
純
多
数
決
に
よ
っ
て
設
置
の
可
否

(70) 

「
少
数
者
は
多
数
者
の
協
力
を
何
ら
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
自
ら
の
み
で
調
査
委
員
会
を
形
成
す
る
権
利
を
有
す
る
」

ク
）
と
も
云
わ
れ
る
が
、
少
数
者
調
査
と
い
っ
て
も
少
数
者
の
調
査
で
は
な
く
、
議
会
の
調
査
で
あ
り
、
少
数
者
動
議
で
は
な
く
議
会
の

(71) 

決
議
（
黙
示
的
の
も
の
を
含
む
）
に
よ
る
調
査
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
で
明
規
さ
れ
た
少
数
者
調
査
権
は
、
基
本
法
第
四
四
条
に
受
け
継
が
れ
た
。

(72) 

設
置
動
議
は
法
定
議
員
数
の
四
分
の
一
の
署
名
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
動
議
提
出
時
に
法
定
議

条
第
一
項
及
び
第
七
六
条
第
一
項
）

①
 

(4) 
ま
援
用
す
る
こ
と
に
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。

関
法

（
ハ
イ
デ
ブ
レ
ッ

（
連
邦
議
会
議
院
規
則
第
五
四
条
第
二
項
、
第
七
五

1
0
 
（
三
六
四
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
斡
・
完

な
ら
し
め
る
よ
う
な
調
査
テ
ー
マ
の
限
定
又
は
変
更
は
認
め
ら
れ
な
い
」

る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

（口）

(-―一六五）

少
数
者
動
議
の
合
憲
性
が
疑

ェ
ー
ム
ケ
も
、
パ
ル
チ
ェ
の
こ
の
見
解
に
同
意
し
て
い

員
数
の
署
名
を
必
要
と
し
、
連
邦
議
会
本
会
議
で
の
設
置
決
定
ま
で
に
こ
の
必
要
数
を
み
た
せ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
は
一
般
に
は
否
定
さ

(73)

（

74) 

れ
て
い
る
。
連
邦
議
会
は
、
こ
の
条
件
を
み
た
す
動
議
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
調
査
委
員
会
の
設
置
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
動
議
に
つ
い
て
の
決
議
案

(
B
e
s
c
h
l
u
B
f
a
s
s
u
n
g
)

は
必
要
と
さ
れ
ず
、
多
数
者
が
こ
の
動
議
に
賛
成
す
る
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
、

(75) 

多
数
者
は
少
数
者
動
議
を
妨
害
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
動
議
は
議
事
日
程
に
載
せ
ら
れ
た
と
き
に
の
み
審
議
で
き
る
が
、
こ
の
少
数

少
数
者
の
提
出
し
た
動
議
内
容
を
連
邦
議
会
（
本
会
議
）
で
変
更
し
う
る
か
否
か
、
変
更
し
う
る
と
す
れ
ば
、

(76) 

「
原
則
的
に
は
少
数
者
が
調
査
テ
ー
マ
を
決
定
し
う
る
」

の
意
思
は
憲
法
上
制
限
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
、

動
議
の
合
憲
性
が
疑
わ
し
い
と
き
で
も
、

者
動
議
を
議
会
は
議
事
日
程
に
の
せ
る
義
務
を
有
す
る
。

（
ク
ラ
イ
ン
）
こ
と
、
(77) 

（
マ
ウ
ン
ツ
）
こ
と
に
争
い
は
な
い
。

パ
ル
チ
ュ
は
、
動
議
の
合
憲
性
を
判
断
す
る
権
限
を
持
つ
委
員
会
が
、
連
邦
議
会
の
設
置
決
定
前
に
動
議
の
合
憲
性
を
審
査
し
、
必
要

と
あ
ら
ば
動
議
提
出
少
数
者
の
意
思
に
反
し
て
で
も
、
こ
の
委
員
会
が
事
前
に
審
査
を
行
な
い
う
る
と
す
る
。
彼
は
、
こ
の
審
査
に
よ
っ

(78) 

て
本
会
議
で
の
調
査
委
員
会
設
置
決
定
が
遅
延
し
て
も
や
む
を
得
な
い
と
す
る
。

(
7
9
)
 

る
。
シ
ュ
テ
ル
ン
は
、

「
調
査
対
象
は
原
則
的
に
動
議
提
出
者
の
意
思
に
反
し
て
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
か
ぎ
り
で
多
数
者

た
だ
、
多
数
者
は
独
自
の
動
議
を
提
出
す
る
と
い
う
形
式
（
類
似
の
調
査
委
員
会
が

二
つ
並
存
す
る
こ
と
に
な
る
ー
|
l
引
用
者
註
）
で
自
己
の
意
思
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

(80) 

わ
し
い
場
合
に
は
、
そ
の
審
査
が
設
置
決
議
に
先
行
す
べ
き
だ
と
す
る
。

と
考
え
、

マ
ウ
ン
ツ
は
、
少
数
者
動
議
が
違
憲
の
場
合
に
は
却
下

(
N
u
r
u
c
k
w
e
i
s
u
n
g
)

の
み
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
彼
は
、

(
8
1
)
 

い
ず
れ
か
の
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
せ
し
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

W
・
ヘ
ム
プ

101
――
 

「
少
数
者
権
を
無
意
味

ど
の
程
度
な
し
う



調
査
委
員
会
の
証
拠
調
手
続
が
公
開
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
他
の
委
員
会
と
比
べ
て
調
査
委
員
会
の
特
色
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。

(86) 

常
任
委
員
会
等
の
審
議
は
原
則
と
し
て
非
公
開
で
あ
り
、
こ
の
原
則
に
対
す
る
例
外
と
い
え
る
。
公
開
は
委
員
会
委
員
の
過
半
数
で
禁
止

「
調
査
委
員
会
は
、
議
事
を
公
開
し
て
必
要
な
証
拠
を
取
調
べ
る
」

り

証

拠

調

R

調

査

手

続

調
査
委
員
会
設
置
を
連
邦
議
会
は
正
式
の
決
議
で
決
定
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
の
が
通
説
的
見
解
の
よ

(
8
4
)
 

う
で
あ
る
。
調
査
委
員
会
の
委
員
数
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
も
こ
の
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
法
定
要
件
を
み

た
し
た
動
議
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
議
長
が
本
会
議
で
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
簡

(85) 

素
化
さ
れ
た
手
続
」
を
支
持
す
る
学
説
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
手
続
は
、
多
数
者
が
自
ら
の
政
策
を
批
判
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
調
査

委
員
会
設
置
に
明
示
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
、
し
か
も
少
数
者
権
を
尊
重
す
る
手
続
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
通
常
の
場
合
に
は
、
議
会
の
慣
行
と
し
て
認
め
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

り
フ
ァ
ー

(W.
H
e
m
p
f
e
r
)
も
、
少
数
者
に
よ
る
議
会
的
統
制
権
は
調
査
委
員
会
設
置
権
の
み
に
よ
っ
て
十
分
に
保
障
さ
れ
る
わ
け
で
な

く
、
少
数
者
に
調
査
対
象
の
決
定
と
い
う
こ
と
ま
で
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
調
査
対
象
は
少
数
者
の
意
思
に
反
し
て
変
更
さ
れ

(82~ 

た
り
拡
大
さ
れ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る

設
置
動
議
で
示
さ
れ
た
調
査
対
象
を
少
数
者
の
意
思
に
反
し
て
変
更
し
う
る
と
し
て
も
、
そ
の
要
件
は
厳
格
に
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

数
者
は
憲
法
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
、

な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
多
数
者
は
、
十
分
に
明
確
な
理
由
を
提
出
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
連
邦
議
会
の
決
定
に
対
し
て
、
少(83
)
 

い
ず
れ
に
し
て
も
動
議
の
合
憲
性
の
最
終
決
定
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

関
法

第
三
四
巻
第
二
号

（
基
本
法
第
四
四
条
第
一
項
第
二
段
）
こ
と
が
で
き
る
。

1
0四

（
三
六
六
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
斡
・
完

が
議
院
規
則
で
定
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
説
く
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

れ
よ
う
。

委
員
会
は
、
必
要
と
み
な
し
た
証
拠
を
取
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

証
拠
調
要
求
権
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
基
本
法
は
明
文
規
定
を
も
た
ず
、
学
説
上
論
議
の
対
象
と
な
っ
た
。

調
査
委
員
会
に
お
い
て
、
証
拠
調
を
要
求
す
る
動
議
が
委
員
会
内
で
の
多
数
者
ー
少
数
者
の
対
立
関
係
の
中
で
、

っ
て
処
理
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
初
の
設
置
動
議
は
無
に
帰
せ
し
め
ら
れ
る
危
険
が
生
じ
、

(87) 

す
る
の
か
」

キ
ス
ラ
ー
は
、

「
調
査
の
範
囲
自
体
を
、
少
数
者
が
証
拠
調
権
の
よ
う
な
も
の
に
よ
っ
て
決
定
で
き
る
の
で
な
け
れ
ば
、
政
府
・
内
閣

(88) 

の
情
報
の
流
れ
が
政
府
を
担
う
者
の
手
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
」
と
、
政
府
情
報
入
手
に
よ
る
政
府
統
制
に
お
け
る
証
拠
調
の
意
義
を

重
視
す
る
。

シ
ョ
ル
ッ
も
「
少
数
者
保
護
は
、

た
ん
に
調
査
委
員
会
の
設
置
と
い
う
問
題
に
関
係
す
る
の
み
な
ら
ず
、
調
査
手
続
の
実
施

(89) 

の
中
に
も
発
展
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
特
に
証
拠
手
続
に
も
及
ぼ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

ニ
ー
ム
ヶ
も
、

1
0五
(
-
1

一六七）

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
が
そ
の
公
開
禁
止
に
三
分
の
一
一
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
一
歩
後
退
と
も
評
価
さ

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
で
は
調
査
委
員
会
設
置
動
議
提
出
少
数
者
の

「
基
本
法
第
四
四
条
の
核
心
は
第
一
項
で
定
め
ら
れ
た
、
委
員
会
の
証
拠
調
権
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
の
下
に
、
少
数

者
権
は
委
員
会
内
の
少
数
者
の
証
拠
動
議
に
ま
で
拡
張
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
彼
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と

―
つ
は
、
委
員
会
に
よ
る
証
拠
動
議
否
決
に
対
し
て
、
本
会
議
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。
も
う
―
つ
は
、
調
査
手
続
の
途
中
で
も
本
会
議
で
の
審
議
・
決
定
に
持
ち
込
む
権
利
を
少
数
者
が
有
す
る
よ
う
に
す

(90) 

る
こ
と
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
プ
レ
ッ
ク

(
C
.
J
.
 V
•
H
e
y
d
e
b
r
e
c
k
)

は
、
少
数
者
権
を
調
査
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
か
ぎ
り
維
持
し
、
保
障
す
ぺ
き
で
あ

（
パ
ル
チ
ュ
）
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
い
っ
た
い
誰
が
完
全
な
少
数
者
権
を
利
用

一
般
原
則
に
し
た
が



ー
供
述
の
承
認
及
び
記
録
の
提
出
を
中
心
と
し
て
l

回
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
手
続
の
類
推
適
用

る
か
は
調
査
開
始
時
に
は
理
解
し
え
な
い
の
で
、

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

た
が
っ
て
、
設
置
動
議
提
出
時
に
は
、
あ
る
程
度
「
包
括
的
」
、

第
三
四
巻
第
二
号

（
三
六
八
）

(91) 

っ
て
、
調
査
手
続
に
つ
い
て
の
少
数
者
権
の
拡
張
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
ハ
イ
デ
ブ
レ

(
U
l
e
)
 
は
批
判
を
加
え
、
委
員
会
少
数
者
の
証
拠
動
議
は
そ
の
憲
法
適
合
性
、
調
査
テ
ー
マ
と
の
明
確
な

関
連
性
に
つ
い
て
委
員
会
の
審
査
に
服
す
る
と
い
う
ニ
ー
ム
ケ
の
テ
ー
ゼ
に
対
し
て
も
疑
念
を
表
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ウ
レ
は
、
委

(92) 

員
会
内
で
証
拠
動
議
及
び
そ
の
許
容
性
に
つ
い
て
争
い
が
生
じ
た
場
合
、
誰
が
決
定
す
る
の
か
も
問
題
て
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
シ
ョ
ル

「
明
白
で
し
か
も
確
実
な
」
根
拠
に
よ
っ
て
の
み
多
数
者
に
よ
っ
て
否

(93) 

決
さ
れ
る
と
い
う
の
が
バ
イ
エ
ル
ソ
憲
法
裁
判
所
の
確
立
し
た
原
則
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
妥
当
だ
と
す
る
。

特
定
の
調
査
テ
ー
マ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
「
必
要
な
」
と
い
う
こ
と
は
、
調
査
開
始
後
に
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
し

も
い
え
よ
う
。

ル
ー
カ
ス
は
、
動
議
提
出
者
の
証
拠
調
要
求
権
は
、
調
査
活
動
の
中
で
「
必
要
性
」
が
生
じ
た
も
の
に
ま
で
は
及
ば
な
い

(94) 

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
設
置
動
議
提
出
時
に
、
調
査
テ
ー
マ
の
「
特
定
性
」
を
厳
格
に
要
求
し
、
調
査
開
始
後

に
設
置
動
議
提
出
少
数
者
の
証
拠
動
議
提
出
権
、
証
拠
調
権
を
認
め
な
い
と
す
れ
ば
、
少
数
者
権
が
何
ら
実
効
性
を
持
た
な
い
も
の
に
な

フ
ェ
ア
シ
ュ
タ
イ
ル
の
い
う
よ
う
に
、
事
梢
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
範
囲
の
資
料
が
必
要
と
さ
れ
る
に
い
た

「
必
要
な
」
と
い
う
こ
と
は
、
証
拠
テ
ー
マ
の
中
に
述
べ
ら
れ
た
調
査
任
務
を
実
現
す

(95) 

る
の
に
必
要
な
と
い
う
こ
と
の
み
を
意
味
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

調
査
委
員
会
の
証
拠
調
手
続
に
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
手
続
を
類
推
適
用
す
る
と
い
う
基
本
法
第
四
四
条
第
二
項
は
、
活
発
に
論
議
さ
れ

ツ
に
よ
れ
ば
、
少
数
者
が
必
要
と
み
な
し
た
証
拠
調
の
要
求
は
、

ッ
ク
の
見
解
に
対
し
、

関
法

ウ
レ

一
般
的
に
し
か
そ
れ
を
示
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
や
む
を
得
な
い
と

1
0六



措
置
」

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
詞
・
完

て
き
た
論
点
の
―
つ
で
あ
る
。

こ
の
規
定
は
、

1
0七

(-―一六九）

さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
や
疑
念
の
き
っ
か
け
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
何
ら
か
の
改
革
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
刑
事
訴
訟
法
の
類
推
適
用
に
つ
い
て
、

(96) 

い
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
の
提
案
で
憲
法
草
案
か
ら
削
除
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

レ
オ
ナ
ル
デ
ィ

(
L
e
o
n
a
r
d
y
)

は
、
第
四
五
回
ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
(
-
九
六
四
年
）
で
、
「
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
規
定
」
を
「
民

事
訴
訟
法
又
は
行
政
裁
判
所
法
規
定
の
参
照
」
に
置
き
換
え
、
証
人
の
宜
誓
に
関
し
て
も
刑
事
訴
訟
法
第
六
一
条
に
よ
る
の
で
は
な
く
民

(97) 

事
訴
訟
法
第
三
九
一
条
に
よ
る
べ
き
だ
と
い
う
内
容
の
対
案
を
提
出
し
た
が
否
決
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
刑
事
訴
訟
法
の
基
本
原
則
そ
の
も
の
が
調
査
手
続
に
厳
格
な
意
味
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
調
査
委
員
会
の

(98) 

調
査
手
続
の
趣
旨
及
び
目
的
に
適
合
す
る
規
定
の
み
が
所
要
の
修
正
を
加
え
て
適
用
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
目
的
を
異

に
す
る
刑
事
訴
訟
の
手
続
は
、
連
邦
議
会
で
調
査
委
員
会
に
つ
い
て
の
手
続
法
が
い
ま
だ
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る
「
応
急

（
フ
ェ
ア
シ
ュ
ク
イ
ル
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（濁）

決
し
て
属
さ
な
し
」

に
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

「
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
生
ず
る
よ
う
な
真
実
発
見
制
度
は
、
調
査
委
員
会
に
は

ハ
イ
デ
ブ
レ
ッ
ク
も
、
調
査
委
員
会
の
手
続
は
、
特
別
の
法
律
で
、
連
邦
及
び
ラ
ソ

(JOO) 

ト
で
可
能
な
か
ぎ
り
同
一
の
規
律
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

た
だ
、
調
査
目
的
に
よ
り
、

そ
の
手
続
が
か
な
り
性
格
を
異

ヤ
ー
ン

(
J
a
h
n
)

は
、
立
法
調
査
に
は
柔
軟
な
手
法
が
望
ま
し
い
が
、
不
正
調
査
に
は
、
刑
事
訴
訟

(JOI) 

法
と
密
接
な
関
連
を
持
つ
手
続
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
調
査
委
員
会
の
有
効
な
作
用
は
今
日
、
不
正
調
査
の
領
域
で
の
み
行
な
わ
れ
う(102) 

る
と
す
る
ニ
ー
ム
ケ
は
、
そ
の
か
ぎ
り
で
調
査
委
員
会
が
刑
事
訴
訟
法
上
の
権
限
を
「
準
用
」
し
う
る
こ
と
に
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

刑
事
訴
訟
法
第
五
四
条
及
び
第
九
六
条
で
定
め
ら
れ
た
、
公
務
員
又
は
官
庁
の
職
務
上
の
秘
密
保
持
の
必
要
性
は
調
査
委
員
会
の
証
拠

調
に
類
推
適
用
で
き
る
の
か
、

で
き
る
と
す
れ
ば
ど
の
程
度
適
用
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
調
査
権
の
性
格
と
も
か
ら
ん
で
活
発
な

（
キ
ス
ラ
ー
）
か
ら
で
あ
る
。
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論
議
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
前
提
と
し
て
は
、
議
会
の
調
査
権
は
、
調
査
委
員
会
（
厳
密
に
云
え
ば
少
数
者
）
が
必
要
と
み
な
し
た
情
報
を
入

(103) 

手
し
得
な
け
れ
ば
機
能
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
効
果
的
な
「
反
対
」
は
、
政
府
か
ら
少
数
者
が
必
要
と

(IOI) 

み
な
し
た
情
報
を
入
手
し
う
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
入
手
し
う
る
情
報
の
範
囲
が
政
府
統
制
活
動
の
範
囲
・

(IOl) 

H
.
P
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

強
度
を
決
定
し
う
る
こ
と
は
、

れ
」
）
を
理
由
と
し
て
そ
の
提
出
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
定
め
て
い
る
。

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
調
査
委
員
会
の
要
求
に
原
則
的
に
は
承
認
を
与
え
る
べ
き
だ
と
す
る
説

(106) 

も
有
力
で
あ
り
、
公
務
員
に
証
言
拒
否
権
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
調
査
委
員
会
が
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
見
解
も
謳
え

(101) 

ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
政
府
に
対
す
る
議
会
的
統
制
に
役
立
っ
た
め
に
、
そ
れ
が
「
類
推
適
用
」
さ
れ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら

(108) 

な
い
。
あ
く
ま
で
も
少
数
者
を
含
め
た
「
公
共
」
の
福
祉
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
い
や
し
く
も
「
政
府
の
福
祉
」
の
た
め
に
援
用

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
ん
な
る
「
連
邦
の
福
祉
」
で
は
な
く
、

「
国
家
の
安
全
」
と
い
う
理
由
の
み
が
公
務
員
の
供
述
拒
否

(109) 

理
由
、
政
府
の
文
書
提
出
拒
否
理
由
と
な
り
う
る
と
す
る
見
解
（
フ
ェ
ア
シ
ュ
ク
イ
ル
）
も
あ
る
が
、
何
が
「
国
家
の
安
全
」
か
を
め
ぐ

っ
て
や
は
り
争
い
が
生
じ
る
。
第
四
五
回
ド
イ
ツ
法
律
家
会
議
で
は
、
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
規
定
を
一
般
的
に
準
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
調
査
手
続
の
た
め
の
本
来
の
必
要
性
に
あ
わ
せ
て
作
成
さ
れ
た
規
定
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
べ
き
だ
と
い
う
原
則
の
下
に
、
公
務
員

の
供
述
承
認
拒
否
及
び
文
書
提
出
拒
否
理
由
は
、

「
安
全
保
障
上
の
理
由
」
に
よ
っ
て
の
み
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
草
案
を
作
成

（旧）

し
た
。
こ
の
「
安
全
保
障
上
の
理
由
」
は
、
論
議
の
後
「
国
家
の
安
全
上
の
理
由
」
と
修
正
さ
れ
た
。

刑
事
訴
訟
法
第
九
六
条
は
、

文
書
提
出
要
求
に
対
し
、

J

の
第
九
六
条
が
調
査
委
員
会
の
手
続
に
も
原
則
的
に

政
府
は
公
共
の
福
祉
（
「
連
邦
又
は
あ
る
ラ
ン
ト
の
利
益
を
害
す
る
お
そ

関
法
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(5) 

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
斡
・
完

1

第
四
五
回
ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
で
の
論
議
か
ら

l

邦
憲
法
裁
判
所
に
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
。

-
0九

刑
事
訴
訟
法
第
九
六
条
の
「
類
推
適
用
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
連
邦
議
会
C
D
u
/
C
S
U
会
派
に
よ
っ
て
一
九
八
二
年
、
連

証
拠
調
と
文
書
提
出
要
求
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
時
代
ア
ル
ズ
ベ
ル
ク
は
、
文
書
提
出
要
求
と
証
拠
調
と
は
区
別
す

(111) 

べ
き
で
あ
り
、
後
者
の
み
が
刑
事
訴
訟
法
の
類
推
適
用
が
妥
当
す
る
と
考
え
て
い
た
。

L
・
キ
ス
ラ
ー
は
、
証
拠
調
を
求
め
る
権
限
を
こ

え
た
、
調
査
委
員
会
の
自
立
的
文
書
閲
覧
権
と
い
う
も
の
は
考
え
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
証
拠
調
は
文
書
閲
覧
後
の
要
求
と
し
て
捉
え
ら

(112) 

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

(113) 

証
人
の
宣
誓
に
つ
い
て
も
問
題
が
多
い
。
刑
事
手
続
に
お
い
て
は
、
被
告
人

(
A
n
g
e
k
l
a
g
t
e
)
と
し
て
宣
誓
し
な
い
人
が
調
査
委
員
会

の
手
続
で
は
証
人
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
、
宜
誓
を
強
制
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
。
証
人
と
明
確
に
区
別
さ
れ
る
被
調
査
者

(Ill) 

(Betroffene)

の
地
位
を
明
確
化
す
べ
き
だ
と
い
う
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
証
人
と
し
て
尋
問
す
べ
き
か
、
被
調
査
者
と
し
て
取
調
べ
る

(115) 

べ
き
か
は
委
員
会
の
み
が
決
定
し
う
る
（
パ
ル
チ
ュ
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

づ
け
、

少
数
者
調
査
権
の
位
置
づ
け
と
そ
の
意
義

少
数
者
権
を
尊
重
し
、
拡
大
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
は
学
説
に
お
い
て
も
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
数
者
権
を
ど
の
よ
う
に
位
置

ど
の
よ
う
な
方
向
で
尊
重
、
拡
大
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
り
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

少
数
者
調
査
権
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
第
四
五
回
ド
イ
ッ
法
律
家
会
議
の
論
議
の
中
か
ら
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。
少
数
者
調
査
権
の
今
日

（
三
七
一
）
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パ
ル
チ
ュ
は
、
鑑
定
書
の
中
で
、
少
数
者
調
査
権
の
導
入
に
よ
っ
て
、

識
を
持
つ
も
の
の
み
が
、
少
数
者
権
を
価
値
あ
る
も
の
と
み
な
し
、

(116) 

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

(G. 
W. H
e
i
n
e
m
a
n
n
)
 

(119) 

そ
の
実
効
性
が
改
善
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

べ
き
で
は
な
い
、

（
三
七
二
）

ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
調
査
権
の
問
題
が
特
別
に
「
や
や
こ
し

い
も
の
に
な
っ
た
」
と
す
る
。
彼
は
、
こ
の
少
数
者
調
査
権
を
多
数
原
則
の
支
配
す
る
議
会
手
続
に
お
け
る
一
っ
の

「
異
物

(
F
r
e
m
d
'

手
続
の
中
で
も
生
か
し
う
る
場
合
に
の
み
実
効
的
な
も
の
と
な
る
と
述
べ
る
。
さ

ら
に
、
政
府
と
議
会
と
の
間
の
関
係
に
お
け
る
政
府
統
制
作
用
が
、
議
院
内
閣
制
の
下
に
お
い
て
議
会
内
反
対
派
に
移
行
し
た
と
い
う
認

か
つ
不
可
欠
の
手
段
と
捉
え
る
と
述
べ
、
自
分
も
こ
の
見
解
に
同
意

ニ
ー
ム
ヶ
は
、
少
数
者
調
査
権
が
不
正
調
査
の
領
域
で
十
分
な
意
義
を
持
っ
て
お
り
、
不
正
事
件
の
解
明
の
た
め
不
可
欠
の
も
の
で
あ

(111) 

る
と
す
る
。
ま
た
、
少
数
者
調
査
権
は
、
証
拠
調
要
求
動
議
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
。
ハ
ル
チ
ュ
の
見
解
に
同
意
す
る
が
、
議

会
的
統
治
制
度
に
お
け
る
多
数
原
理
の
中
で
は
、
少
数
者
権
は
あ
く
ま
で
も
「
補
足
的
」
保
障
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

(118) 

を
指
摘
し
、
設
置
動
議
に
際
し
て
の
よ
う
な
「
自
動
性
」
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。

は
、
少
数
者
権
は
動
議
提
出
者
の
証
拠
動
議
に
ま
で
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

ハ
イ
デ
プ
レ
ッ
ク
は
、
調
査
権
は
全
体
と
し
て
の
議
会
の
権
利
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
維
持
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
。
少
数
者
権
は
、
調
査
委
員
会
の
設
骰
に
関
す
る
か
ぎ
り
認
め
ら
れ
、
こ
れ
が
明

文
上
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
取
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
調
査
手
続
に
お
け
る
少
数
者
権
の
拡
張
は
勧
め
ら
れ
る

（凋）

と
い
う
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

K
・
レ
ー
デ
カ
ー

(K.
R
e
d
e
k
e
r
)
は
、
今
日
の
議
院
内
閣
制
の
下
で
は
、
少
数
者
は
調
査
委
員
会
で
不
正
を
解
明
す
る
こ
と
に
利
益

G
.
W
・
ハ
イ
ネ
マ
ン

k
o
r
p
e
r
)
」
で
あ
り
、

た
ん
な
る
設
置
の
み
で
な
く
、

的
意
義
に
つ
い
て
の
学
説
は
次
節
で
検
討
し
て
み
た
い
。

関
法
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ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
斡
・
完

い
」
と
い
う
規
定
に
も
対
応
し
て
い
る
と
す
る
。

を
も
つ
が
、
政
府
を
担
う
議
会
多
数
者
は
、
限
ら
れ
た
利
益
し
か
も
た
な
い
か
又
は
何
ら
の
利
益
を
も
有
し
な
い
と
い
う
関
係
に
変
化
し

(121) 

た
と
述
べ
る
。

ヤ
ー
ン
は
、
た
し
か
に
少
数
者
権
は
不
正
調
査
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
が
、
立
法
調
査
に
も
（
そ
の
手
続
が
不
正
調
査
の
場
合
と
異
な

(122) 

る
べ
き
で
は
あ
る
が
）
活
用
さ
れ
る
と
説
く
。

ウ
レ
は
、
調
査
手
続
に
ま
で
少
数
者
権
が
及
ぼ
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と
し
、

(123) 

ニ
ー
ム
ケ
の
よ
う
に
、
調
査
手
続
に
お
け
る
少
数
者
権
を
制
限
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
旨
指
摘
す
る
。

H
・
ク
リ
レ

(121) 

少
数
者
の
証
拠
動
議
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
ウ
レ
の
見
解
に
同
意
す
る
。
さ
ら
に
ヒ
ル
シ
ュ

属
す
る
の
は
、
証
拠
動
議
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
書
提
出
、
公
務
員
証
言
強
制
等
が
含
ま
れ
る
。

つ
ま
り
、
情
報
を
政
府
か
ら
手
に
入

(125) 

れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
少
数
者
は
、
調
査
委
員
会
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
こ
の
こ
と
を
行
な
い
う
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。

た
だ
、
委
員
会
に
お
い
て
少
数
者
に
証
拠
動
議
権
を
認
め
る
と
し
て
も
、
そ
こ
で
い
う
「
少
数
者
」
と
調
査
委
員
会
設
置
動
議
に
お
け

(126) 

る
「
少
数
者
」
と
の
異
同
•
関
係
が
問
題
と
な
る
。
ウ
レ
は
、
調
査
委
員
会
設
置
動
議
提
出
「
少
数
者
」
が
「
少
数
者
」
で
あ
り
、
そ
れ

バ
ル
チ
ュ
は
、
動
議
提
出
少
数
者
と
委
員
会
に
お
け
る
証
拠
動
議
提
出
少
数
者
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
、

そ
の
こ
と
は
例
え
ば
ハ
ン

ブ
ル
ク
憲
法
第
二
五
条
第
一
項
の
「
委
員
会
委
員
の
四
分
の
一
が
要
求
し
た
場
合
に
は
、
申
請
さ
れ
た
動
議
は
取
調
べ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

ヒ
ル
シ
ュ
も
、
調
査
委
員
会
に
お
け
る
少
数
者
の
権
利
は
少
数
者
権
に
属
す
る
と
し
、

こ
の
場
合
、
委
員
会
に
お
け
る
少
数
者
は
本
会
議
に
お
け
る
少
数
者
と
異
な
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
述
べ
る
。

基
本
法
上
の
「
少
数
者
」
と
は
、
第
四
四
条
に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
も
「
法
定
議
員
数
の
四
分
の
一
」
で
あ
る
が
、
こ
の
少
数
者
調
査

権
の
十
分
な
機
能
化
の
た
め
に
法
律
、
議
院
規
則
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
委
員
会
に
お
け
る
「
少
数
者
」
に
も
少
数
者
調
査
権
を
保
障
し
て
い
く

は
何
ら
か
の
形
で
委
員
会
に
代
表
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

（
三
七
―
―
―
)

ニ
ー
ム
ヶ
も
委
員
会
に
お
け
る
「
少
数
者
」
で
は
な
い
と
す
る
。

ク
リ
レ
や

(Hirsch)
は
、
今
日
少
数
者
権
に

(
H
•
K
r
i
l
l
e
)

も
、
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a. 
0., 
S. 
4
8
8
;
 
P. 
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
N
u
r
 P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
k
 d
e
r
 G
e
w
a
l
t
e
n
t
e
i
l
u
n
g
 i
m
 R
e
c
h
t
s
,
 

staat 
d
e
r
 G
e
g
e
n
w
a
r
t
,
 A
o
R
 82
,
 
1
9
5
7
,
 
S. 
1
;
 
R. Scholz, P
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
r
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
u
J
3
 u
n
d
 S
t
e
u
e
r
g
e
h
e
i
m
n
i
s
,
 

A
o
R
 1
0
5
,
 
1
9
8
0
,
 
S. 
5
6
4
,
 
5
9
7
 ff. 

―
―
四

（
三
七
六
）



（笞）
F.
Klein, 
a. 
a. 
0., 
S. 
618. 

（等）
M
a
u
n
z
,
a. 
a. 
0., 
Rdnr. 25. 

（ご）
M
a
u
n
z
,
a. 
a. 
0., 
Rdnr. 
16; 
C. 
Liissig, 
a. 
a. 
0., 
(
D
O
V
 1976), 
S. 
272; E. 
W
.
 Bockenforde, 

a. 
a. 
0., 
S. 
25. 

ぼ
）
J.
Kolble, 
Parlamentarisches 

Untersuchungsrecht u
n
d
 Bundesstaatsprinzip, 

D
V
B
!
.
 1964, 
S. 
701, 
704. 

(~
) 
F. 
Klein, 
a. 
a. 
0., 
S. 
618 f.; 
E. 
W
.
 Bockenforde, a. 

a. 
0., 
S. 
1
 ff. 

（与）
F.
Klein, 
a. 
a. 
0., 
S. 
619. 

（唸）
J.
Kolble, 
a. 
a. 
0., 
S. 
701 f. 
;
 E. 
W
.
 Bockenforde, 

a. 
a. 
0., 
S. 
6
 ff. 

（等）
L.
A. 
Versteyl, 

a. 
a. 
0., 
S. 
488 f. 

（呂）
R.
Scholz, 
a. 
a. 
0., 
S. 
595, 
606 f. 

(
8
)
 
Vgl., 
E
S
V
G
H
 22, 
136
．
猛
ふ
塁
＇
圭
諾
・
⑲
<
 1匡
＇
蕪
挺
・
弄
思
1111
＜
直
ヰ
弓
麟
゜

（器）
R.
Scholz, 
a. 
a. 
0., 
S. 
605. 

（器）
F.
Klein, 
a. 
a. 
0., 
S. 
618; 
M
a
u
n
z
,
 a. 
a. 
0., 
Rdnr. 2
0
 f.
「
鰐
譴
岩
(
E
r
h
e
b
u
n
g
v
o
n
 Tatsachen

）
」
旦
芦
臼
ざ
vgl.,

W
.
 Steffani, 

D
i
e
 Untersuchungsausschiisse 

des 
PreuBischen L

a
n
d
t
a
g
s
 zur 
Zeit 
der W
e
i
m
a
r
e
r
 Republik, 

1960, 
S. 
47. 

（芯）
Schiitze,

D
i
e
 B
e
h
a
n
d
l
u
n
g
 v
o
n
 Beweisantriigen vor parlamentarischen Untersuchungsausschiissen n

a
c
h
 der preuBisch-

e
n
 Verfassung, A

o
R
 45, 
1924, 
S. 
358, 
360; 
Lucas, 
Die B
e
h
a
n
d
l
u
n
g
 v
o
n
 Beweisantragen vor parlamentarischen Unter-

suchungsausschiissen 
n
a
c
h
 der preuBischen Verfassung, 

A
o
R
 46, 
1925, 
S. 
341, 
345. 

碑
）
J.
Hatschek, 

a. 
a. 
0., 
S. 
201 f. 

（器）
G. 
Anschiitz, 

D
i
e
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 des D
e
u
t
s
c
h
e
n
 Reiches 

v
o
m
 11. 
A
u
g
u
s
t
 1919, 
14Aufl., 
S. 
217.
圭
撼
.
:JJt 
1回
〇
嵐
益
←

鈴
薬゚

（お）
R
G
Z
104, 
428.
「
要
製
認
環
」
旦
0
勾
逗
'
D
O
V
1977, 
S. 
524.
圭
誕
・
弄
志
11lll
l
罠
司
弓
鑑
゜

（跨）
要
ぷ
vgl.,
W
.
 Harth, 
Erste 
E
r
f
a
h
r
u
n
g
e
n
 mit 
d
e
m
 Gesetz U

b
e
r
 die Untersuchungsausschiisse i

m
 A
b
g
e
o
r
d
n
e
t
e
n
h
a
u
s
 

v
o
n
 Berlin, 
ZParl. 
3, 
1972, 
S. 
463. 

（ffl) 
H
.
 J. 
W
o
l
f
f
/
 0. 
Bachof, 
Verwaltungsrecht III, 

4
 Aufl., 
1978, 
S. 
463. 

'
;
,
_
'
,
;
-
"
崇
菰
経
俎
匿
崇
茫
旦
0::0,¥--'Q
1
 ll1!'條
拿
・

~R
I
 I
 1-R 
(Ill
ギ-¥])



認
姐
撼
111
回
痢
撼
11
曲

1
 1-1
く
(111
早
く
）

侮
）
J.
Kolble, 
a. 
a. 
0., 
S. 
701. 

(~
) 
F. 
Klein, 
a. 
a. 
0., 
S. 
618; 
M
a
u
n
z
,
 a. 
a. 
0., 
Rdhr. 
15 f.; 
M
a
n
g
o
l
d
t
 /Klein, 
a. 
a. 
0., 
S. 
944; R. 
Scholz, 
a. 
a. 
0., S. 

593; R
G
Z
 102, 
431 ;
 RG
Z
 104, 
4
2
8
 ff. 

（器）
G.
Anschutz, a. 

a. 
0., 
S. 
218. 

（店）
M
a
n
g
o
l
d
t
/
 Klein, 
a. 
a. 
0., 
S. 
943. 

②
A. 
Katz, 
a. 
a. 
0., 
S. 
151 f. 

（呂）
K.
J. 
Partsch, 
a. 
a. 
0., 
S. 
13. 

海
）
K.
Stern, 
a. 
a. 
0., 
S. 
62 f. 

（お）
L.
A. 
Versteyl, 

a. 
a. 
0., 
S. 
487. 

海
）
L.
KiBler, 
Die 
Offentlichkeitsfunktion 

des D
e
u
t
s
c
h
e
n
 Bundestages, 

1976, 
S. 
229. 

（忠）
K.
Stern, 
a. 
a. 
0., 
S. 
62 f.
疇
鱈
『
匿
糾
J
阿
組
聡
嗣
』
回
〇
嵐
鱈
°

（R) 
Heydebreck, Verh. 

d. 
45. 
D
J
T
,
 Bd. 
II, 
1965, 
E
 143. 

（
f:;) 
M
a
u
n
z
,
 a. 
a. 
0., 
Rdnr. 
14. 

ぼ
）
M
a
n
g
o
l
d
t
/
 Klein, 
a. 
a. 
0., 
S. 
945 f. 

索
）
V
gl., 
R
G
Z
 104, 
423. 

（i:'.:'.) 
F. 
Klein, 
a. 
a. 
0., 
S. 
617. 

ば
）
L.
A. 
Versteyl, 

a. 
a. 
0., 
S. 
4
8
6
 f. 

ぽ
）
F.
Klein, 
a. 
a. 
0., 
S. 
617. 

（に）
M
a
u
n
z
,
a. 
a. 
0., 
Rdnr. 
36; L. 
A. 
Versteyl, 

a. 
a. 
0., 
S. 
493; 
R. 
Scholz, 
a. 
a. 
0., 
S. 
594; H. 
Frost, 
a. 
a. 
0., 
S. 
68. 

（茫）
K.
J. 
Partsch, 
a. 
a. 
0., 
S. 
36 ff. 

ぼ
）
H.
E
h
m
k
e
,
 a. 
a. 
0., 
E
 45. 

（
旬
K.
Stern, 
a. 
a. 
0., 
S. 
104 f. 

（ご）
M
a
u
n
z
,
a. 
a, 
0., 
Rdnr, 
38, 
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9

4

)

 

(

9

5

)

 

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
斡
・
完

―
―
七

w•Hempfer, 

Z
u
r
.
A
n
d
e
r
u
n
g
s
b
e
f
u
g
n
i
s
 d
e
r
 P
a
r
l
a
m
e
n
t
s
m
e
h
r
h
e
i
t
 b
e
i
 M
i
n
d
e
r
h
e
i
t
s
a
n
t
r
i
i
g
e
n
 a
u
f
 E
i
n
s
e
t
z
u
n
g
 v
o
n
 U
n
t
e
r
,
 

s
u
c
h
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
n
`
Z
P
a
r
l
.
 
10, 
1979, 
S. 
296. 

(

8

3

)

少
数
者
の
提
出
し
た
調
査
テ
ー
マ
を
、
議
会
が
ど
の
程
度
変
更
で
き
る
の
か
（
原
則
と
し
て
変
更
で
き
な
い
）
に
つ
い
て
は
一
九
二
七
年
六
月

一
八
日
の
ド
イ
ツ
ラ
イ
ヒ
国
事
裁
判
所
の
判
決

(
R
G
Z
116, 
A
n
h
a
n
g
 4
5
)

が
あ
り
、
こ
の
判
決
で
示
さ
れ
た
原
則
が
現
在
で
も
踏
襲
さ
れ
て

い
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
・
判
例
ニ
―
五
頁
以
下
参
照
。
又
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
学
説
を
分
類
し
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
島
川
・
前
掲
一

九
頁
以
下
参
照
。

(84)F•Klein, 

a. 
a
.
0
.＂

s. 
619. 

(
8
5
)
M
a
u
n
z
`
a
.
 a. 
0., 
R
d
n
r
.
 35.
こ
の
手
続
が
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
、
ラ
ン
ト
議
会
の
慣
行
て
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

Vgl.,
A
l
s
b
e
r
g
,
 V
e
r
h
.
 

d. 
3
4
 D
J
T
,
 S. 
338. 

(

8

6

)

基
本
法
第
四
五
条
「
…
…
常
任
委
員
会
は
、
調
査
委
員
会
の
権
利
を
も
有
す
る
。
…
…
」
は
、
一
九
七
六
年
八
月
二
三
日
の
基
本
法
第
三
三
次

改
正
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
防
委
員
会
は
調
査
委
員
会
の
権
利
を
も
有
す
る
（
甚
本
法
第
四
五
条
の

a
第
二
項
）
が
、
基
本
法
第
四
五

条
の
a
第
三
項
に
よ
り
、
国
防
委
員
会
の
行
な
う
証
拠
調
は
非
公
開
で
あ
る
。
議
会
委
員
会
の
公
開
に
つ
い
て
は
、

Vgl.,
J. 
L
i
n
c
k
,
 
D
i
e
 O
f
,
 

fentlichkeit 
d
e
r
 P
a
r
l
a
m
e
n
t
s
a
u
s
s
c
h
i
i
s
s
e
 
a
u
s
 V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
c
h
t
l
i
c
h
e
r
 u
n
d
 rechtspolitischer 
Sicht, 
D
O
V
 1973, 
S. 
513. 

(
8
7
)
K
.
 ]. 
P
a
r
t
s
c
h
,
 
a. 
a. 
0., 
S. 
85. 

(88)L•KiBler, 

a. 
a. 
0., 
S. 
229. 

(
8
9
)
R
.
 S
c
h
o
l
z
,
 
a. 
a. 
0., 
S. 
6
0
1
 ff.
彼
は
こ
の
立
場
か
ら
、
バ
イ
ニ
ル
ン
調
査
委
員
会
法
第
―
二
条
（
証
拠
動
議
の
採
択
）
等
は
問
題
が
あ
る

と
し

(s.
6
0
1
 f.)
、
ハ
ン
プ
ル
ク
憲
法
第
二
五
条
第
一
項
第
三
段
（
証
拠
動
議
に
お
け
る
少
数
者
権
）
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

H
.
 E
h
m
k
e
,
 a. 
a. 
0., 
(
D
O
V
 1956), 
S. 
4
1
8
 £.
 

C. 
]. V•Heydebreck, 

V
e
r
h
.
 
d. 
4
5
 D
J
T
,
 E
 64, 
78. 

U
l
e
,
 
V
e
r
h
.
 
d. 
4
5
 D
J
T
,
 E
 1
1
9
 ff. 

R. S
c
h
o
l
z
,
 
a. 
a. 
0., 
S. 
6
0
6
"
B
a
y
 V
B
!
.
 
1977, 
597.

こ
の
部
ば
次
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
判
例
一
一
三
五
頁
以
下
参
照
。

L
u
c
a
s
,
 
a. 
a. 
0., 
S
.
 
342. 

L. 
A. V
e
r
s
t
e
y
l
,
 
a. 
a. 
0., 
S. 
4
8
9
 f. 

（
三
七
九
）



窓
班
撼
111
回
痢
撼
11
曲

（笛）
P.
Gerlich, 
Parlamentarische Kontrolle 

i
m
 politischen 

System, 
1973, 
S. 
137. 

（ぷ）
Verh.
d. 
4
5
 D
J
T
,
 Bd. 
II, 
1965, 
E
 161. 

1
 1
 <
 (111<0) 

（器）
M
a
u
n
z
,
a. 
a. 
0., 
Rdnr. 
49; 
L. 
A. 
Versteyl, 

a. 
a. 
0., 
S. 
490; H. 
E
h
m
k
e
,
 D
O
V
 1956, S. 
419. 
C.:, :
>
〇
韓
筵
環
正
旦
0
2
 

ド
ざ
vgl.,
L. 
A. 
Versteyl, 

a. 
a. 
0., 
S. 
491. 

（
即
L.
KiBler, 
a. 
a. 
0., 
S. 
231. 

（室）
Verh.
d. 
4
5
 D
J
T
,
 E
 78. 

（亘）
Ibid.,
E
 115. 

偉
）
Ibid.,
E
 49. 

嘩
）
し
ヒ
溢
垢
語
旦
将
士
肉
濫
臣
{!lll送
砂
e
翌
器
<
仲
Q
¥
公
Q
置
崇
抱
叡
⑱
穎
怒
旦
芦
戸
vgl.,
L. 
KiBler, 
a. 
a. 
0., 
S.
盆

（至）
令
悩
押
Q
択
醤
輯
芦
眺
笑
旦
0
二
げ
W
o
l
f
f
/
Bacho£, 
a. 
a. 
0., 
S. 
480.
＜
ゞ
卜
さ
へ
や
送
'
1
共
-¥J
I
母
II
宍
I
<
エ
＇
知
刷
訳
沼

細
睾
壬
献
将
翌
茶
極
班
浴
国
旦
吋
ミ
郡
畷
ゃ
兵
-J-2°
Vgl., 
H. 
P. 
Schneider, 

Opposition u
n
d
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
-
D
e
r
 
Aktenvorlagean-

spruch als 
parlamentarisches 

M
i
n
d
e
r
h
e
i
t
s
r
e
c
h
t
-
A
o
R
 99, 
1974, 
S. 
628, 
632..'.I 

~・入
"
(
H
i
r
s
c
h
)
ぷ
「
令
牝
如
刷
讀
印

廷
，
肖
翠
匿
詞
終
ふ
や
＇
択
艤
訳
謹
詰
＇
＜
濫
諷
旦
哀
ヤ
肉
，
肖
lll環
語
ヂ
如
悩
兵
心
」
噸
炉
笠
゜
Hirsch,
Verh. 
d. 
45 D
J
T
,
 E
 140. 

（呈）
H.
P. 
Schneider, 

a. 
a. 
0., 
S. 
629. 

（呈）
H.
E
h
m
k
e
,
 a. 
a. 
0., 
(
D
O
V
 1956) 
S. 
420; F. 
Klein, 
a. 
a. 
0., 
S. 
620; B
V
e
r
f
G
E
 57, 
284. 

国
E.
Friesenhahn, 

Parlament u
n
d
 R
e
g
i
e
r
u
n
g
 i
m
 m
o
d
e
r
n
e
n
 Staat, 
V
V
D
S
t
R
L
 16, 
1958, 
S. 
9, 
73. 

（呈）
>
J
Q
脅
旦
料
灼
砂
＇
，
ヤ
立
「
薇
据
翠
王
五
叩
」
叫
9
F
>
）
→
砂
齊
゜
返
赳
招
「
涸
築
讀
蔀
叡
暉
詞
知
訳
n」
入
ト
ト

2'≫ 
K
 111111
号
虚
111
叩
ヰ
苺
鱈
°

（呈）
L.
A. 
Versteyl, 

a. 
a. 
0., 
S. 
495. 

(~
) 
Verh. 
d. 
45 D
J
T
,
 Ed. 
II, 
1965, 
E
 160, 
167. 

（三）
Alsberg, 

a
 a. 
0., 
S. 
346.
「
宦
嬉
岸
我
胆
窪
翠
心
藁
哉
痢
王
ヤ
没
」
（
ぃ
ャ
ヤ
ー
彗
嗣
環
Ill
回
梨
撼
Ill
密）
4
2
9
↑
JJ
刈
Q
憐
瑞
：
旦

〇
今
1--'
迂
vgl.,
Hatschek, 

a. 
a. 
0., 
S. 
218 f.; 
G. 
Anschiitz, 

a. 
a. 
0., 
S. 
222 f.

艇
ば
ヤ
や
江
ベ
ヽ
入
ゞ
ト
さ
へ
•
,
＼
d
”
(
-

=
入
枡
取
涎

Cl
兵
1
1
0
籍
洪
匹

I
ギ
m
)
踪

l-1:lO~採
11圏
茶
「
蕊
ふ
会
肉
拭
罹
認
ざ
言
崇
悩
諷

4胆
彗
習
王
や
兵
終
士
兵
迎
終
ふ
終
旦

J)
心
祁



(-） 

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
斡
・
完

明
規
し
て
い
た
と
ロ
ー
ゼ
ン
ペ
ル
ク
は
述
べ
て
い
る
。

Vgl.,
W
.
 R
o
s
e
n
b
e
r
g
,
 
V
e
r
h
.
 
d. 
3
4
 D
J
T
,
 B
d
.
 
I, 
1
9
2
6
,
 
S
.
 
2
0
.
 

(
1
1
2
)
L
•
K

お
]
e
r
,
a. 
a. 
0., 
S
.
 
2
2
4
.

議
会
調
査
委
員
会
の
調
査
手
続
に
お
け
る
文
書
提
出
と
公
務
員
の
供
述
に
つ
い
て
は
、

vgl.,U•KeBler, 

D
i
e
 A
k
t
e
n
v
o
r
l
a
g
e
 u
n
d
 B
e
a
m
t
e
n
a
u
s
s
a
g
e
 in p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
n
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
v
e
r
f
a
h
r
e
n
,
 A
o
R
 88
,
 
1
9
6
3
,
 
S
.
 
3
1
3
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こ
れ
ら
の
点
を
改
正
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
憲
法
改
正
予
備
調
査
会
の
最
終
報
告
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・

笠
ハ
五
頁
以
下
参
照
。
ま
た
I
P
A
草
案
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、
「
被
調
査
者
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定
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い
る
。
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.
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議
会
主
義
と
調
査
権

一
、
現
代
議
会
制
に
お
け
る
少
数
者
調
査
権

―
―
九

（
三
八
一
）



れ
に
対
す
る
批
判
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
に
、

第
三
四
巻
第
二
号

近
代
国
家
に
お
け
る
議
会
の
主
要
な
任
務
の
一
っ
と
し
て
も
、
行
政
に
対
す
る
統
制
の
任
務
が
重
要
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

(
1
)
 

い
た
が
、
こ
の
任
務
は
現
代
国
家
に
お
い
て
一
層
そ
の
重
要
性
を
ま
し
て
い
る
。
政
府
と
行
政
に
対
す
る
政
治
的
統
制
は
、
民
主
主
義
の

(

2

)

 

本
質
的
要
素
に
属
し
て
お
り
、
そ
の
法
的
形
成
は
国
民
代
表
機
関
の
統
制
権
限
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
民
代
表
機
関
の
有
す

(
3
)
 

る
特
に
重
要
な
統
制
権
の
一
っ
と
し
て
調
査
権
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
政
府
に
対
す
る
統
制
手
続
は
、
少
数
者
権

(
4
)
 

を
尊
重
し
て
い
る
調
査
委
員
会
制
度
を
有
す
る
議
会
制
の
中
で
こ
そ
有
効
に
機
能
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
下
で
は
、
政

府
と
議
会
と
の
対
立
的
地
位
を
形
成
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
少
数
者
権
の
広
範
な
保
障
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
て
い
た
と
も
い

(
5
)
 

わ
れ
る
が
、
政
党
間
の
闘
争
に
よ
り
、
伝
統
的
な
統
制
機
構
の
弱
体
化
が
問
題
と
な
り
、
こ
の
伝
統
的
統
制
作
用
の
麻
痺
に
つ
い
て
の
評

(
6
)
 

価
が
わ
か
れ
て
い
た
。
こ
の
中
に
あ
っ
て
、
少
数
者
権
の
保
障
は
、
調
査
権
行
使
条
件
の
緩
和
に
よ
り
議
会
の
統
制
権
拡
張
を
意
味
す
る

と
と
も
に
、
少
数
者
の
、
政
府
に
対
す
る
批
判
的
調
査
を
少
数
者
が
独
立
し
て
主
張
し
う
る
地
位
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
も

(
7
)
 

捉
え
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
特
別
の
少
数
者
権
の
明
規

(
V
e
r
a
n
k
e
r
u
n
g
)

に
よ
り
、
調
査
権
は
反
対
派
の
一
っ
の
道
具
と
な
っ
た
と

(
8
)
 

い
え
よ
う
。
少
数
者
調
査
権
は
、
議
会
の
調
査
権
が
ワ
イ
マ
ー
ル
議
会
主
義
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
発
展
し
な
か
っ
た
原
因
の
一
っ

「
行
動
議
会
」
実
現
の
た
め
の
不
可
欠
の
要
素
で
あ
っ
た
。

「
議
会
に
よ
る
政
府
及
び
行
政
の
統
制
の
実
効
性
は
議
会
少
数
者
の
法
的
及
び
事
実
的
な
活
動
可
能
性
に
本
質
的
に
依
拠

(
H
.
P
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
）
ゆ
え
に
、
調
査
権
は
「
公
開
性
の
重
視
」
に
よ
り
多
数
者
の
権
力
を
限
定
す
る
た
め
無
条
件

(10) 

に
少
数
者
権
と
し
て
強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

た
だ
、
議
会
に
よ
る
調
査
を
政
治
的
対
立
の
局
面
で
捉
え
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
事
実
の
解
明
に
つ
い
て
の
客
観
性
が
疑
わ
れ
、
そ

「
調
査
委
員
会
活
動
の
危
機
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
。
こ

今
日
で
は
、

し
て
い
竺

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
来
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、

関
法

ー
ニ
〇

（
三
八
二
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
詞
・
完

れ
を
避
け
る
た
め
に
法
曹
を
調
査
手
続
に
関
与
さ
せ
よ
う
と
す
る
提
言
も
な
さ
れ
た
が
、
議
会
外
専
門
家
の
調
査
手
続
へ
の
関
与
は
、
民

(11) 

主
主
義
的
議
会
主
義
の
立
場
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
。
目
的
と
対
象
が
政
治
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
そ
の
調
査
事
実
の
解
明
は

客
観
的
に
な
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
、
こ
こ
に
現
代
議
会
制
（
と
り
わ
け
議
院
内
閣
制
）
下
に
お
け
る
少
数
者
（
反

少
数
者
調
査
権
の
「
思
想
上
の
父
」
た
る

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
明
ら
か
に
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
慣
行
を
範
と
し
て
い
た
。

は
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
調
査
権
が
一
九
世
紀
以
降
批
判
的
な
統
制
を
行
な
わ
ず
、
む
し
ろ
立
法
の
準
備
に
つ
か
え
て
い
た
こ
と
を
見
落
し
て

い
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

W
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ニ
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
政
府
（
議
会
多
数
者
）
は
、
多
数
者
の
利

(12) 

益
に
反
し
な
い
調
査
の
み
を
認
め
て
い
た
と
い
う
単
純
な
理
由
に
よ
る
。
調
査
権
は
「
無
条
件
に
少
数
者
権
と
し
て
」
要
求
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
考
え
は
、
議
会
多
数
者
の
拒
否
権
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
及
び
行
政
官
僚
に
適
切
な
活
動
を
強

(13) 

い
る
「
議
会
の
統
制
武
器
」

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
成
立
に
至
る
ま

(14) 

で
、
憲
法
史
上
、
議
会
と
政
府
と
の
間
の
宿
命
的
な
二
元
主
義
を
克
服
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
が
、
少
数
者

(
W
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ニ
）
と
し
て
調
査
権
を
捉
え
る
も
の
と
い
え
る
。

の
地
位
を
強
化
し
、
議
院
内
閣
制
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
元
主
義
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
が
始
ま
っ
た
。

議
院
内
閣
制
の
採
用
は
、
少
数
者
調
査
権
の
性
格
の
新
ら
た
な
把
握
を
必
要
と
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

議
院
内
閣
制
は
、
も
と
も
と
政
党
制
の
完
成
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
完
成
し
え
な
い
と
い
わ
れ
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
在
野
派
の

(15) 

拾
頭
、
反
対
派
議
員
の
影
響
力
の
増
大
を
経
て
、
政
府
反
対
派

(
O
p
p
o
s
i
t
i
o
n
)

が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、

口
議
院
内
閣
制
と
少
数
者
調
査
権

対
派
）
権
の
重
要
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（三八一―-）

「叛

し
か
し
、
彼

し
か
し
、



も
重
要
な
機
能
を
い
と
な
ま
し
め
ら
れ
る
べ
き
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

第
三
四
巻
第
二
号

逆
の
疑
い
」
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
「
統
治
能
力
の
あ
る
野
党
」

(16) 

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

(17) 

被
監
督
者
と
監
督
者
が
「
身
内
」
で
あ
る
場
合
に
は
統
制
は
実
効
的
で
な
い
。

制
は
、
議
会
に
よ
っ
て
よ
り
も
議
会
内
少
数
者
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
議
院
内
閣
制
の
作
用
能
力
維
持
の
た
め
に
は
欠
く

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
統
制
の
任
務
は
、
も
は
や
全
体
と
し
て
の
議
会
に
で
は
な
く
、
議
会
内
反
対
派
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、

(18) 

議
会
内
反
対
派
が
政
府
の
政
治
責
任
を
実
効
あ
ら
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
反
対
派
は
通
常
の
場
合
、

議
会
内
少
数
者
と
一
致
す
る
。
議
院
内
閣
制
の
下
で
は
政
府
与
党
（
議
会
内
多
数
者
）
は
不
正
の
解
明
に
は
ほ
と
ん
ど
、
あ
る
い
は
全
く

(19) 

利
益
を
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
多
い
。
も
っ
と
も
、
全
体
と
し
て
の
議
会
に
よ
る
政
府
に
対
す
る
統
制
作
用
も
無
視
し
て
よ
い
わ
け
で

(20) 

は
な
い
。
多
数
者
の
「
自
浄
的
」
統
制
作
用
や
、
議
会
と
し
て
の
統
一
的
意
思
形
成
作
用
（
多
数
決
に
よ
る
議
会
の
決
定
）
に
よ
る
統
制

し
か
し
、
議
院
内
閣
制
の
下
で
、
多
数
者
が
、
調
査
対
象
、
調
査
手
続
の
決
定
権
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
多
数
者
が
何
の
利
益

も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
相
反
す
る
利
益
を
有
し
て
い
る
分
野
へ
の
調
査
に
関
係
す
る
調
査
委
員
会
は
「
茶
番
劇
」
に
な
っ
て
し
ま
う

(
2
1
)
 

だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
調
査
権
を
「
徹
底
的
に
少
数
者
権
と
し
て
組
み
た
て
る
か
、
そ
れ
と
も
全
く
放
棄
し
て
し
ま
う
か

(22) 

の
1

一
者
択
一
」

(
J
・
リ
ン
ク
）
の
み
が
存
在
す
る
と
も
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

対
派
の
役
割
を
重
視
し
、
反
対
派
の
手
に
統
制
手
段
を
「
武
器
」
と
し
て
与
え
る
為
に
、
そ
れ
を
少
数
者
権
と
し
て
形
成
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
そ
の
少
数
者
権
の
内
容
は
手
続
問
題
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
彼
は
、
議
会
の
か
わ
り
に
反
対
派
が
統
制
機
能
を

主
と
し
て
担
っ
て
い
る
と
い
う
「
現
代
的
二
元
主
義
」
解
明
の
必
要
性
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
少
数
者
の
保
護
は
手
続
問
題
に
限
定
さ
れ
る

関
法

： 

し
た
が
っ
て
、
議
院
内
閣
制
の
下
に
お
け
る
議
会
的
統

N
・
ア
ハ
テ
ル
ベ
ル
ク
は
、
議
院
内
閣
制
に
お
け
る
反

（
プ
ロ
イ
ス
）
の
存
在
が
、
議
院
内
閣
制
成
功
の
た
め
の
条
件
で
あ
る

（
三
八
四
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
囮
・
完

J
・
リ
ン
ク
も
、
議
会
と
政
府
と
の
間
の
二
元
論
は
、

在
す
る
。

笛
権
力
分
立
の
『
構
造
変
化
』

（
三
八
五
）

「
現
代
の
議
会
制
国
家
で
は
、
議
会
と
政
府
は
も
は
や
対
立
し
て

(23) 

べ
き
で
あ
り
、
民
主
主
義
的
多
数
原
則
か
ら
は
ず
れ
た
も
の
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ー
ー
少
数
者
調
査
権
と
議
会
内
反
対
派
ー
ー

国
家
の
統
治
機
構
を
、
政
府
と
議
会
と
の
対
立
と
い
う
観
点
か
ら
で
な
く
、
政
府
及
び
そ
の
与
党
と
反
対
党
と
の
対
立
と
い
う
観
点
か

ら
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
近
時
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
行
政
に
対
す
る
議
会
の
統
制
作
用
が
、

(24) 

全
体
と
し
て
の
議
会
か
ら
議
会
内
反
対
派
の
手
に
移
行
し
た
と
い
う
見
解
が
導
き
出
さ
れ
る
。

一
般
的
に
、

も
ち
ろ
ん
、
少
数
者
の
政
府
統
制
権
能
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
に
つ
い
て
甚
本
的
立
場
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
た
ん
に
事
実
上
、
そ
う

い
う
事
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
見
解
か
ら
、

そ
れ
を
積
極
的
に
位
置
づ
け
て
い
こ
う
と
す
る
見
解
ま
で
存

い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
ら
が
調
査
権
の
法
的
性
格
を
ど
う
捉
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
が
本
稿
で
の
問
題
と
な
る
。

R
・
シ
ョ
ル
ツ
は
、
議
会
調
査
権
に
お
け
る
強
力
な
少
数
者
保
護
の
根
拠
は
議
会
制
度
の
作
用
条
件
の
中
に
存
在
す
る
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
今
日
の
議
会
制
度
に
お
い
て
、
原
則
上
の
対
立
は
一
方
で
政
府
と
そ
れ
を
担
う
多
数
者
と
の
間
で
、
他
方
で
は
反
対
派
（
少

数
者
）
と
の
間
に
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
別
の
言
葉
で
い
え
ば
、

い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
議
会
多
数
者
と
政
府
と
の
間
に
は
政
治
的
に
特
別
の
相
利
共
生
の
状
態
が
生
じ
て
い
る
」
と
し
、
こ
の
こ
と

(25) 

が
政
府
と
多
数
者
に
対
す
る
反
対
派
の
統
制
権
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
述
べ
る
。

一
面
で
は
政
府
と
政
府
与
党
と
の
間
の
、
他
面
で
は
、
政
府
と
反
対
派
と
の
間

三



第
三
四
巻
第
二
号

の
二
元
論
へ
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
前
提
の
下
に
、
議
会
的
統
制
権
た
る
調
査
権
は
少
数
者
権
と
し
て
強
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
説

行
な
う
べ
き
で
あ
り
、

く
。
し
か
し
、
彼
は
、
政
府
の
「
植
民
地
軍
隊

(
S
c
h
u
t
z
t
r
u p
p
e
)
」
と
し
て
の
多
数
者
が
少
数
者
権
の
強
化
に
同
意
す
る
こ
と
は
困
難

(26) 

で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

H
.
P
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
も
、
議
会
制
度
上
、
政
府
に
対
す
る
統
制
作
用
が
一
般
的
に
全
体
と
し
て
の

（
切
）

議
会
か
ら
反
対
派
へ
移
行
し
た
こ
と
を
問
題
考
察
の
前
提
と
す
る
が
、
反
対
派
の
地
位
の
改
革
は
、
議
会
的
統
治
制
度
全
体
を
配
慮
し
て

(28) 

さ
ま
ざ
ま
な
解
決
策
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
彼
は
、
今
日
に
お
け
る
議
会
主
義
的
統
治
の
最
も
有
効
な
可
能
性

を
ド
イ
ッ
政
治
文
化
の
土
壌
の
上
に
求
め
る
。
こ
こ
で
「
政
治
的
文
化
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
彼
に
よ
れ
ば
実
定
憲
法
の

一
部
と
し
て
の
「
憲
法
文
化

(
V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
k
u
l
 tur)
」

（
傍
点
引
用
者
）
と
す
る
。

と
い
う
の
は
、
以
前
の
「
議
会
」

と
異
な
り

「
憲
法
上
の
少
数
者
権
は
、
政
府
を
構
成
す
る
多
数
者
と
反
対

で
あ
る
。
彼
は
、
今
日
に
お
け
る
少
数
者
権
の
機
能
を
、

ま
ず
第
一
に
、
議
会(29) 

内
反
対
派
の
現
実
化
と
実
定
化
の
た
め
の
も
の
と
し
て
、
第
二
に
は
、
議
会
内
反
対
派
の
潜
在
的
代
替
的
支
配
の
た
め
の
も
の
と
考
え
る
。

「
政
府
と
の
機
会
均
等
」
と
い
う
基
本
権
と
な
ら
ん
で
、
憲
法
上
又
は
議
院
規
則
上
明
規
さ
れ
た
少
数
者
保
護
規
定
も
特
別
の
「
反
対
派

(30) 

権
」
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
反
対
派
権
の
強
化
、
反
対
派
の
憲
法
上
の
地
位
強
化
具
体
化
の
た
め
に
は
、
必
ず
し
も
憲
法
改

(31) 

正
が
必
要
な
の
で
は
な
く
、
法
律
、
議
院
規
則
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
改
革
も
重
要
で
あ
る
旨
主
張
す
る
。

W
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ニ
は
、
政
府
と
議
会
多
数
者
と
の
親
密
な
結
び
つ
き
に
よ
り
、
今
や
、
政
府
を
構
成
す
る
議
会
多
数
者
と
対
立
す
る

反
対
派
と
政
府
と
の
間
の
二
元
主
義
に
移
行
し
た
と
い
う
前
提
の
下
に
、

、、

(32)

派
と
の
間
の
政
治
的
利
害
対
立
に
も
根
拠
を
持
っ
て
い
る
」

「
反
対
派
」
は
議
会
の
最
終
的
決
定
権
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
彼
は
、
少
数
者
権
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
多
数
決
に
よ
る
決
定
」
と
い
う
議
会
主
義
原
則
は
そ
の
か
ぎ
り
で
修
正
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
、
反
対
派
が
多
数
者
と
「
同
質
性
」
を

(33) 

有
す
る
場
合
に
は
少
数
者
（
反
対
派
）
に
も
決
定
権
が
部
分
的
に
与
え
ら
れ
る
と
み
な
さ
れ
る
に
い
た
る
と
考
え
る
。

関
法

ー
ニ
四

（
三
八
六
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
斡
・
完

と
の
区
分
を
行
な
う
。
こ
の
後
者
を
少
数
者
は
委
ね
ら
れ
、
政
府
与
党
の
権
力
行
使
の
統
制
を
行
な
う
任
務
を
与
え
ら
れ
る
と
す
る
。
基

本
法
は
明
文
で
反
対
派
の
存
在
を
認
め
て
は
い
な
い
が
、
必
要
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
こ
れ
を
前
提
し
て
い
る
と
考
え
、
反
対
派
が
情
報

を
入
手
し
、
専
門
知
識
を
以
っ
て
情
報
を
処
理
・
判
断
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
実
質
的
な
手
段
が
与
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
。
彼
の
い
う
反
対
派
が
、
そ
の
時
々
の
反
対
派
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
政
府
と
同
じ
よ
う
に
議
会
制

(34) 

民
主
主
義
の
重
要
か
つ
正
当
な
構
成
員
と
し
て
の
「
制
度
と
し
て
の
反
対
派
」
を
、
彼
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

ア
ハ
テ
ル
ベ
ル
ク
は
、
議
会
の
調
査
権
を
反
対
派
の
政
府
に
対
す
る
統
制
権
と
同
一
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
。
議
会
の
調
査
権
と
そ

の
中
に
含
ま
れ
た
少
数
者
権
は
反
対
派
の
権
限
を
論
ず
る
た
め
の
も
の
で
も
そ
れ
を
制
限
す
る
た
め
の
も
の
で
も
な
い
、

そ
の
理
由
と
し
て
、
政
府
に
対
す
る
統
制
は
、

法
上
、
統
制
作
用
を
行
使
し
う
る
し
、

か
な
り
の
部
分
反
対
派
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
が
、
同
時
に
全
体
と
し
て
の
議
会
も
、
憲

(35) 

又
行
使
し
て
き
た
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
、
調
査

委
員
会
に
お
け
る
証
拠
調
手
続
で
少
数
者
の
動
議
権
を
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
が
、
少
数
者
権
は
あ
く
ま
で
も
手
続
問
題
に
制
限
さ
れ
る

(36) 

べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

メ
イ
ヤ
ー

(
M
e
y
e
r
)
も
、
反
対
派
と
政
府
と
の
間
の
対
立
を
考
察
す
る
際
に
は
、

的
に
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
過
剰
に
は
警
告
が
必
要
で
あ
り
、
次
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
第
一
に
、
議
会
が
政
府

に
対
し
て
独
立
的
作
用
を
行
な
う
こ
と
、
第
二
に
、
統
制
と
批
判
が
公
開
で
行
な
わ
れ
る
と
し
て
も
こ
れ
ら
は
反
対
派
の
独
占
物
で
は
な

い
こ
と
、
第
三
に
、
議
会
は
原
理
上
の
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
反
対
派
と
一
連
の
協
力
を
形
成
す
る
手
法
を
知
っ
て
い
る
、

(37) 

で
あ
る
。

N
・
ア
ハ
テ
ル
ベ
ル
ク
は
、
国
家
機
能
の
新
し
い
区
分
と
し
て
、

fl

統
治
す
る
こ
と
11

―
二
五

（
政
府
）
と
、

（
三
八
七
）

11

反
対
す
る
こ
と
“
（
反
対
派
）

と
彼
は
述
べ
る
。

H
.
P
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
「
新
認
識
」
が
原
則

と
い
う
こ
と
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バ
ル
チ
ュ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
調
査
権
の
大
き
な
特
徴
の
一
っ
と
し
て
の
少
数
者
調
査
権
の
明
規
に

よ
り
調
査
権
は
、
多
数
者
に
対
す
る
少
数
者
の
武
器
に
も
、
つ
ま
り
政
府
に
対
す
る
反
対
派
の
特
別
の
手
段
と
も
な
っ
た
と
し
、
こ
の
こ

(38) 

と
は
今
日
の
議
会
制
に
お
け
る
反
対
派
の
役
割
に
対
応
し
て
い
る
と
述
べ
る
。

K・

ヘ
ッ
セ
は
、
少
数
者
は
現
在
支
配
し
て
い
る
全
体
的

方
向
に
対
す
る
別
の
選
択
肢
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
少
数
者
が
正
統
な
野
党
（
反
対
派
）
で
あ
り
潜
在
的
多
数
者
で
あ
る
の
に

(39) 

対
し
、
支
配
し
て
い
る
多
数
者
は
常
に
潜
在
的
な
少
数
者
の
地
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
説
く
。
そ
し
て
、
調
査
委
員
会
の
活
動
の
有
効

(40) 

性
は
相
当
の
程
度
ま
で
、
十
分
な
勢
力
を
有
す
る
野
党
の
存
在
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
捉
え
る
。
彼
は
、
調
査
委
員
会
と
い
う
手
段
に
よ

(41) 

っ
て
野
党
が
民
主
的
秩
序
に
と
っ
て
の
本
質
的
な
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
見
解
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
現
代
議
会
制
に
お
け
る
権
力
分
立
の
構
造
変
化
を
承
認
す
る
が
、
政
府
対
議
会
と
い
う
伝
統
的
権
力

分
立
が
政
府
与
党
対
反
対
党
と
い
う
新
し
い
「
権
力
」
分
立
に
移
行
し
た
と
い
い
き
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
議
会
に
よ
る

(42) 

統
制
の
中
に
は
多
数
者
が
十
分
に
処
理
し
え
な
い
事
項
が
あ
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
は
い
る
が
、

(43) 

あ
く
ま
で
も
全
体
と
し
て
の
議
会
の
、
政
府
に
対
す
る
統
制
作
用
は
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
政
府
と
議
会
多
数
者
と
の
間
に
は

(44) 

通
常
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上
の
強
い
機
関
内
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

少
数
者
調
査
権
を
、
現
代
議
会
制
の
下
に
お
け
る
反
対
派
の
主
要
な
政
府
統
制
権
の
一
っ
と
捉
え
る
と
し
て
も
、

は
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
、

関
法

「
反
対
派
」
と
(45) 

ま
た
「
統
制
」
と
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
し
て
い
る
の
か
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

一
八
世
紀
末
ま
で
に
は
、
煽
動
又
は
叛
逆
と
い
う
疑
惑
を
被
る
こ
と
な
く
反
対
派
を
形
成
し
う
る
ま
で
に
政
府
は
国

王
個
人
か
ら
分
離
し
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
議
会
の
中
の
政
府
が
発
達
す
る
に
つ
れ
て
、
批
判
や
統
制
の
機
能
は
議
会
全
体

(46) 

か
ら
、
そ
の
一
部
を
な
す
議
会
内
反
対
派
に
移
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
陛
下
の
反
対
党
」
の
形
成
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の

―
二
六

（
三
八
八
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
国
・
完

―
二
七

（
三
八
九
）

第
二
次
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
政
治
は
⑭
の
立
場
で
展
開
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

(54) 

る
議
会
の
統
制
は
、
今
日
で
は
議
会
多
数
者
に
対
す
る
反
対
派
の
武
器
と
な
っ
た
と
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
真
の
反
対
派
は
、
憲
法
を

(
5
5
)
 

基
本
的
に
承
認
し
、
そ
の
政
策
が
憲
法
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
「
憲
法
信
頼
政
党
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
多
数

者
・
少
数
者
間
に
お
け
る
「
基
本
的
な
も
の
に
つ
い
て
の
二
宍
」
が
存
在
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
政
府
に
対
す
る
対
案
提
出
を
行
な
う

フ
リ
ー
ゼ
ン
ハ
ー
ン
は
、
政
府
に
対
す

と
し
て
問
題
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
両
者
が
制
度
上
の
作
用
を
は
た
す
場
合
に
の
み
機
能
す
る
、

と
考
え
る
の
か
、

現
行
社
会
制
度
の
疑
問
視
を
前
提
と
す
る
反
対
派
の
原
則
的
選
択
設
定
に
よ
っ
て
の
み
機
能
す
る
と
考
え
る
の
か
、

,1, 
b
 

,
1
、
(53) 

と
い
う
問
題
が
あ
る
。

現
代
に
お
け
る
議
会
主
義
的
統
治
制
度
の
機
能
に
つ
い
て
、
伺
多
数
者
と
少
数
者
（
反
対
派
）
と
の
両
者
が
社
会
秩
序
を
原
則

(47) 

統
治
制
度
の
歴
史
は
、
本
質
上
、
反
対
派
の
歴
史
と
考
え
ら
れ
る
と
も
い
わ
れ
、

I
・
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ズ
は
「
反
対
派
は
、
陛
下
の
反
対
党

(48) 

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
陛
下
の
代
替
的
政
府
で
も
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
府
と
反
対
党
と

(49) 

の
政
権
交
替
は
、
神
士
の
ル
ー
ル
に
の
っ
と
り
、
議
会
の
神
士
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
政
治
的
ゲ
ー
ム
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
は
、
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
。
反
対
を
叛
逆
視
し
、
賛
成
の
み
を
建
設
的
と
み
な
す
傾
向
は
根
強
く
、
反
対
に
対

す
る
反
感
も
、
す
で
に
ビ
ス
マ
ル
ク
以
来
ド
イ
ツ
国
民
の
共
有
財
産
に
属
す
る
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
。

H
・
プ
ロ
イ
ス
も
、

ら
独
立
し
て
、
そ
れ
と
対
立
し
て
い
る
国
民
議
会
の
任
務
は
、

た
ん
な
る
審
議
的
批
判
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
事
大
主
義
的

(
5
1
)
 

な
反
対
党
の
役
割
は
感
謝
し
、
ご
都
合
主
義
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
イ
ス
は
、
統
治
能
力
の
あ
る
野

党
（
反
対
派
）
の
存
在
を
議
会
主
義
的
統
治
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
と
捉
え
て
い
た
し
、

R
・
ス
メ
ン
ト
も
、
反
対
派
の
問
題
を
重
視
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
反
対
派
の
法
概
念
の
憲
法
学
的
解
明
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
主
張
を
A
・
ア
ル
ン
ト

(A.
A
r
n
d
t
)
が
受
け
継
い
で

(52) 

い
る
こ
と
を

H
.
P
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
政
府
か



な
か
ろ
う
か
。

反
対
派
は
、

第
三
四
巻
第
二
号

（
三
九

0
)

―
二
八

(
5
7
)
 

ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
統
治
に
参
加
す
る
も
の
と
し
て
積
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
反
対
派
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
府

(58) 

統
制
作
用
に
よ
っ
て
民
主
的
秩
序
に
と
っ
て
の
本
質
的
な
任
務
を
遂
行
し
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
反
対
派
が
『
自
由
で
民
主
的
な

(
5
9
)
 

基
本
秩
序
』
と
い
う
共
通
の
基
盤
に
立
っ
て
い
る
か
否
か
を
見
分
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
し
、
微
妙
な
問
題
を
学
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、

フ
リ
ー
ゼ
ン
ハ
ー
ン
の
い
う
と
こ
ろ
と
は
違
っ
た
意
味
の
「
真
の
反
対
派
」
の
不
在
は
議
会
外
反
対
派
の
形
成
を
も
導
く
と
い
う
問
題
も

(60) 

生
ず
る
だ
ろ
う
。

「
国
家
機
能
を
規
範
設
定
と
規
範
執
行
に
分
つ
の
で
は
な
く
、
積
極
的
行
動
と
コ
ソ
ト
ロ
ー

(61) 

ル
に
分
ち
、
前
者
を
政
府
及
び
与
党
に
、
後
者
を
反
対
党
に
帰
属
さ
せ
る
シ
ェ
ー
マ
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で

一
般
的
に
、
統
制
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
の
範
疇
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い

う
「
統
制
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

議
会
と
し
て
の
意
思
形
成
（
意
思
決
定
）
で
は
、
あ
く
ま
で
も
多
数
決
原
則
が
支
配
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
正
当
に
代
表
さ
れ

「
少
数
者
保
護
は
、

た
国
民
代
表
機
関
の
原
則
的
手
続
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
自
体
は
、
十
分
の
説
得
力
を
持
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

(62) 

今
日
で
は
、
民
主
主
義
的
多
数
原
理
の
不
可
欠
の
矯
正
策
と
し
て
の
民
主
主
義
命
題
の
確
か
な
構
成
要
素
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

(63) 

少
数
者
権
は
あ
く
ま
で
も
例
外
的
な
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
敢
え
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

議
会
の
意
思
決
定
そ
の
も
の
が
政
府
に
対
す
る
責
任
追
求
の
直
接
的
効
果
を
発
生
さ
せ
る
も
の
（
最
も
強
い
意
味
で
は
、
内
閣
不
信
任

で
あ
り
、
そ
の
他
政
府
提
案
の
否
決
等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
）
に
つ
い
て
は
、
多
数
決
原
則
が
支
配
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
議
会
に
よ
る
内

問
題
と
し
て
き
た
少
数
者
調
査
権
は
、

権
力
分
立
の
「
構
造
変
化
」
を
前
提
に
、

関
法
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s
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e
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o
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n
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V
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 ff. 
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)
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 a. 
a
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 f.
 

(
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)
W
.
 B
e
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k
e
r
,
 
E
i
n
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e
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r
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g
 
z
u
m
 R
e
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h
t
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e
r
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s
a
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,
 
D
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S. 
505, 
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と
す
る
結
論
に
導
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

閣
不
信
任
は
、
そ
の
制
度
の
存
在
自
体
は
、
議
会
的
統
制
を
意
味
す
る
と
い
え
る
と
し
て
も
、
そ
の
行
使
は
、

ち
議
会
に
よ
る
「
決
定
」
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
調
査
委
員
会
の
設
置
（
と
り
わ
け
少
数
者
動
議
に
も
と
づ
く
設
置
）
は
、
設
置

自
体
、
政
府
に
対
す
る
関
係
で
は
直
接
的
効
果
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
り
、
議
会
に
よ
る
「
決
定
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
政
府
に
対
す

る
「
統
制
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
に
対
す
る
統
制
と
い
う
意
味
を
も
つ
、
あ
る
い
は
統
制
を
行
な
う

、
、
、

た
め
の
「
決
定
」
に
は
、
少
数
者
権
の
導
入
が
可
能
で
あ
り
、
と
り
わ
け
議
院
内
閣
制
の
下
で
は
少
数
者
権
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
る
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
各
国
に
お
い
て
も
積
極
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

フ
ェ
ア
シ
ュ
ク
イ
ル
が
主
張

(64) 

す
る
よ
う
に
、
調
査
委
員
会
の
構
成
を
少
数
者
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
ま
で
認
め
る
こ
と
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

構
成
を
と
る
と
し
た
な
ら
ば
、

ー
ニ
九

た
だ
、

「
積
極
的
行
動
」
す
な
わ

し
た
が
っ
て
、
調
査
委
員
会
の
設
置
及
び
調
査
手
続
に
少
数
者
権
を
認
め
る
こ
と
は
、
こ
の
意
味
で
、

か
え
っ
て
、
調
査
委
員
会
の
行
な
い
う
る
調
査
を
た
ん
な
る
「
非
権
力
的
」
な
報
告
、
勧
告
の
み
で
あ
る

（
三
九
一
）
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(
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H
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S. 
2
2
8
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H
e
i
n
e
m
a
n
n
,
 a. 
a. 0••E 

5
3
-
6
1
.

日
本
に
お
い
て
も
、
杉
原
泰
雄
教
授
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ

る
。
「
現
代
議
会
制
に
お
い
て
は
、
権
力
の
統
制
は
少
数
党
の
活
動
に
こ
そ
ま
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
少
数
党
に
よ
る
統
制
が
ま
と
も
に
機

能
し
な
い
場
合
に
は
議
会
制
は
多
数
者
に
よ
る
独
裁
の
手
段
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
」
「
日
本
に
お
け
る
『
議
会
制
民
主
主
義
』
の
理
念
と
現

実
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
八

0
年
二
月
号
四
頁
。

(
1
1
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K
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 d
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g
．
現
代
国
家
に
お
け
る
議
会
と
政
府
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

vgl.,
F
r
i
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s
e
n
h
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n
/
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p
u
b
l
i
k
,
 
D
O
V
 1974, 
S. 
433.

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
社
会
民
主
党
の
も
の
を
除
い
て
、
戦
後
の
憲
法
草
案
の
中
に
は
少
数
者
調
査
権
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
行
憲
法
の
中
に
少
数
者
調
査
権
は
明
規
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
調
査
委
員
会
の
設
置
は
、
多
数
者
が
決

定
し
、
少
数
者
は
世
論
の
圧
力
を
背
景
に
し
た
と
き
に
の
み
調
査
委
員
会
設
置
を
行
な
わ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
少
数
者
報
告
を
行
な
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
報
告
に
よ
っ
て
政
府
に
対
す
る
批
判
が
可
能
で
あ
る
。

V
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G
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プ
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f
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し
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議
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ら
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い
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政
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統
制
手
段
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反
対
派
の
手
段
と
な
っ
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い
え
た
な
ら
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す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
統
制
手
段
は
多
数
者
に
帰
属
し
、
反
対
派
は
こ
れ
を
自

由
に
使
用
で
き
な
い
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つ
ま
り
少
数
者
権
は
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本
質
上
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動
議
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少
数
者
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調
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設
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強
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う
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
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筆
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の
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い
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述
べ
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い
る
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S. 
92. 

(
3
3
)
I
b
i
d
.
,
 S. 
3
4
9
 ff. 

(
3
4
)
N
.
 A
c
h
t
e
r
b
e
r
g
,
 
G
e
w
a
l
t
e
n
t
e
i
l
u
n
g
 z
w
i
s
c
h
e
n
 R
e
g
i
e
r
u
n
g
 u
n
d
 p
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
r
 O
p
p
o
s
i
t
i
o
n
,
 
D
V
B
!
 1971, 
S. 
633, 
6
3
5
 ff. 

(
3
5
)
N
.
 A
c
h
t
e
r
b
e
r
g
,
 P
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
 
K
o
n
t
r
o
l
l
r
e
c
h
t
e
,
 
D
O
V
 1977, 
S. 
5
4
8
;
 
derselbe, 
P
a
r
l
a
m
e
n
t
s
r
e
f
o
r
m
-
T
h
e
m
e
n
 
u
n
d
 

T
h
e
s
e
n
,
 D
O
V
 1975, 
S. 
833. 

三
（
三
九
三
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 D
a
s
 parlamentarische R

e
g
i
e
r
u
n
g
s
s
y
s
t
e
m
 des 
Grundgesetzes, V

V
D
S
t
R
L
 33, 
1975, 
S. 
69, 
100 ff. 

（君）
K.
J. 
Partsch, 

a. 
a. 
0., 
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R
e
g
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s
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m
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S
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R
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S. 
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 ff. 
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1975, 
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L
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1975, 
S. 
159. 

（ご）
O
p
p
e
r
m
a
n
,
a. 
a. 
0., 
S. 
178. 

ぼ
）
J
)＃
ふ
e
臣
跛
心
匡
華
,..)¥.J'
殻
掛
垢
斗
Q
二
兵
合
心
「
ぱ
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M
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D
i
e
 
Festsetzung 
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E
i
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Beitrag 
z
u
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D
V
B
!
 1982, 
S. 
682; 
R. 
P. 
D
a
c
h
,
 
D
i
e
 Fraktionsmindeststiirke-Ein 

Diskus-

sionsbeitrag ―
,
D
V
B
!
 1982, 
S. 
1080; 
M
i
n
d
e
s
t
f
r
a
k
t
i
o
n
s
s
t
i
i
r
k
e
-
O
V
G
 Reinl.-Pfalz, 

Urt., 
v. 
15. 
12. 
1981―
,
D
O
V
 1982, 

S. 
417; H. J. 

M
o
e
c
k
e
,
 D
i
e
 
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
m
鵠
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D
O
V
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S. 
162. 
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*
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e
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W
.
 Steffani, 

Z
u
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a
m
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u
n
d
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A
u
s
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u
n
d
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Bd. 45, 
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17, 
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（等）
I. 
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2
n
d
 ed. 
1957 
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p. 
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唸
悩
押
..>J
凶
茨
榔
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（念）
G.
L
o
e
w
e
n
b
e
r
g
,
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h
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f
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G
e
r
m
a
n
y
,
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ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
縛
・
完

341. 

(

5

0

)

宮
田
光
雄
『
西
ド
イ
ツ
の
精
神
構
造
』
二
七
五
頁
、
二
七
八
頁
参
照
。
ド
イ
ッ
初
期
立
憲
時
代
に
は
、
議
会
は
「
政
府
に
対
す
る
反
対
を
行
動

の
基
本
原
理
で
あ
る
と
理
解
し
、
し
ば
し
ば
反
対
の
た
め
の
反
対
を
行
う
う
ち
に
、
議
会
勢
力
は
反
対
に
の
み
慣
れ
て
し
ま
っ
て
統
治
に
対
す
る

本
能
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
」
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
石
田
光
義
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
主
義
化
の
過
程
(

I

)

」
社
会
科
学
討
究
五

九
号
一
〇
九
頁
、
一
―
二
頁
参
照
。

(
5
1
)
H
.
 Preu13, 
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
s
 R
e
p
u
b
l
i
k
a
n
i
s
c
h
e
 R
e
i
c
h
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
,
 
2erweiterte 
Aufl., 
1923, 
S. 
64. 

(
5
2
)
H
.
 P. 
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
a. 
a
.
0
 
•. 

（

A
n
m
.
 1) 
S. 
4. 

(
5
3
)
W
・
S
t
e
f
f
a
n
i
,
 a. 
a. 
0., 
(
A
n
m
.
 4
7
)
 
S. 
30. 

(
5
4
)
F
r
i
e
s
e
n
h
a
h
n
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
2
6
 f. 

(
5
5
)
I
b
i
d
.
,
 S. 
17. 

(

5

6

)

鈴
木
安
蔵
「
現
代
議
会
に
お
け
る
少
数
党
」
法
律
時
報
三
三
巻
八
号
(
-
九
六
一
年
八
月
号
）
四
頁
、
六
頁
参
照
。

(
5
7
)
P
a
r
t
s
c
h
,
 a. 
a. 
0., 
(
V
V
D
S
t
R
L
 16) 
S. 
103.

統
制
機
関
と
し
て
の
調
査
委
員
会
は
、
第
四
選
挙
期
ま
で
に
全
く
反
対
派
の
専
門
分
野
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。V
g
l
•
•
L
•
K

お
l
e
r
,
a. 
a. 
0., 
S. 
2
3
5
 ;
 
F•Herre, 

Staatsraison u
n
d
 Opposition, D
i
e
 Politische M
e
i
n
u
n
g
 

15, 
1970, 
s. 
36. 

(
5
8
)
K
・

ヘ
ッ
セ
前
掲
書
二
九
六
頁
。

(

5

9

)

前
掲
書
三
五
二
頁
。

(
6
0
)
G
.
 L
o
e
w
e
n
b
e
r
g
,
 a. 
a
.
0
.
,
 p. 
336.
「
支
配
権
力
の
保
有
者
に
対
す
る
議
会
的
反
対
は
、
わ
れ
わ
れ
に
残
さ
れ
た
自
由
の
最
後
の
番
人
で
あ

る
」
（
宮
田
・
前
掲
書
三
七
四
頁
）
と
い
わ
れ
る
が
、

G.
L
o
e
w
e
n
b
e
r
g

に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
政
治
的
反
対
の
機
能
変
化
」
は
、

第
二
次
大
戦
後
三
つ
の
段
階
を
へ
て
展
開
し
て
き
た
。
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
陛
下
の
反
対
党
」
は
長
い
歴
史
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
政
治
文
化
に
根
を
は
り
、
で
き
る
だ
け
適
切
に
「
陛
下
の
反
対
党
」
と
い
う
叙
述
的
な
言
葉
を
ド
イ
ッ
政
治
の
文
言
の

中
に
作
り
だ
す
こ
と
は
、
政
治
的
反
対
派
の
制
度
化
に
と
っ
て
、
も
う
―
つ
の
新
し
い
時
代
を
創
出
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
と
説
く
。

(p.

3
4
2
)
 
V
 gl., 
H
.
 
G. 
S
c
h
u
m
a
n
n
,
 D
i
e
 O
p
p
o
s
i
t
i
o
n
-
S
t
i
e
f
k
i
n
d
 
d
e
r
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 Forschung•Der 

Staat 
1966, 
S. 
42. 

栗
城
寿
夫
「
西
ド
イ
ッ
公
法
理
論
の
変
遷
」
公
法
研
究
三
八
号
七
六
頁
、
九
二
頁
以
下
参
照
。
こ
の
見
解
の
出
発
点
に
は
、
国
家
と
社
会
と
の

｀ （
三
九
五
）



関
法

む

す

び

第
三
四
巻
第
二
号

一
三
四

二
元
論
的
思
考
に
か
え
、

11
公
的
な
も
の
“
又
は
11
公
共
II

を
も
っ
て
公
法
理
論
を
構
築
す
る
た
め
の
基
本
的
視
座
と
す
る
立
場
が
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
国
家
と
社
会
の
分
離
論
を
一
挙
に
廃
棄
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
の
危
険
性
は
そ
の
主
唱
者
達
も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
栗
城
寿
夫
「
十
八
世
紀
ド
イ
ツ
国
法
理
論
に
お
け
る
二
元
主
義
的
傾
向

H
」
法
学
雑
誌
（
大
阪
市
大
）
一

0
巻
四
号
一
頁
、
八
頁
、
竹
内
重
年

「
憲
法
的
観
点
か
ら
み
た
西
ド
イ
ッ
政
党
法
の
甚
本
的
諸
問
題
」
今
村
成
和
教
授
退
官
記
念
『
公
法
と
経
済
法
の
諸
問
題
上
』
五
三
頁
）
。
ま
た
、

こ
の
立
場
か
ら
、
「
反
対
派
」
を
非
国
家
的
II
公
共
“
の
中
に
積
極
的
に
取
り
込
ん
だ
と
し
て
も
、
反
対
派
の
政
府
統
制
権
が
必
ず
し
も
積
極
的

に
把
握
さ
れ
る
と
は
い
え
ず
、
逆
に
「
反
対
派
」
と
か
「
少
数
者
」
に
一
定
の
ワ
ク
を
は
め
る
と
い
う
効
果
を
も
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
以
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
反
対
派
権
や
少
数
者
権
の
法
的
性
格
、
制
定
法
へ
の
明
規
の
傾
向
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

Vgl.,
K
u
r
t
 L. 
Shell, 
E
x
p
a
r
l
i
a
m
e
n
t
a
r
y
 Opposition in P
o
s
t
w
a
r
 G
e
r
m
a
n
y
,
 C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 Politics, 1
9
7
0
,
 

p. 6
5
3
.
 

(
6
2
)
M
.
 Frohlinger, 
a. 
a. 
0., 
S. 
6
8
5
.
 

(

6

3

)

し
か
し
な
が
ら
、
機
関
内
意
思
決
定
過
程
に
お
け
る
民
主
主
義
原
理
と
し
て
の
少
数
者
の
尊
重
が
「
原
則
的
」
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で

あ
る
。
問
題
は
「
少
数
者
権
」
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
い
え
よ
う
。

(
6
4
)
L
.
 A. Versteyl, 
a. 
a. 
0., 
S. 
4
9
6
.

フ
ェ
ア
シ
ュ
ク
イ
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
調
査
委
員
会
は
、
そ
の
時
々
の
反
対
派
の
手
中
に

あ
る
『
闘
争
委
員
会

(
K
a
m
p
f
a
u
s
s
c
h
u
B
)
』
と
理
解
さ
れ
、
こ
の
理
解
に
応
じ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
権
限
を
保
持
し
う
る
。

政
府
の
不
正
を
暴
露
し
よ
う
と
す
る
反
対
派
の
こ
こ
ろ
み
は
多
数
者
に
妨
害
さ
れ
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
唯
一
の
可
能
性
は
、
議
会
主
義
制
度
に

反
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
議
会
の
少
数
者
に
委
員
会
で
の
多
数
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
形
の
ま
ま
で
は
、
調
査
委
員
会
が
政
府
に

対
す
る
統
制
及
び
事
実
の
解
明
を
行
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
」

V
gl., 
U. S
c
h
e
u
n
e
r
,
 
a. 
a. 
0., 
(
A
n
m
.
 2
4
)
 
S. 4
3
7
;
 
J
.
 

R
i
n
c
k
,
 

a. 
a. 0••(Anm. 

2
1
)
 
S. 
4
7
0
 ff.
も
ち
ろ
ん
、
調
査
委
員
会
に
は
、
原
則
的
に
、
議
会
に
選
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
政
党
が
参
加
し
、
特
定
の
政

党
が
排
除
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

V
gl., 
N. A
c
h
t
e
r
 berg, 
a. 
a. 0••(Anm. 

2
3
)
 
S. 
3
9
4
 f・ 

本
稿
の
目
的
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
の
調
査
権
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
少
数
者
調
査
権
の
考
察
に
よ
り
、
議
会
の
調
査
権
の
法
的

（
三
九
六
）



ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
鱈
・
完

は
本
文
で
も
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

権
の
性
格
の
明
確
化
及
び
調
査
手
続
の
制
定
法
化
の
動
き
を
紹
介
・
検
討
し
て
、
調
査
権
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
が
、

各
々
が
き
わ
め
て
不
十
分
か
つ
断
片
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

め
て
不
正
確
な
も
の
で
あ
る
が
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
と
基
本
法
第
四
四
条
の
成
立
、
解
釈
上
の
諸
問
題
な
ら
び
に
調
査

お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
云
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
提
唱
に
よ
り
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
少
数
者
調
査
権
は
、
本
来
的
に
は
、
政
府
・
官
僚

か
ら
専
門
的
・
職
業
的
な
知
識
・
情
報
を
議
会
が
入
手
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
「
統
制
武
器
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
基
本
法
の
下
に

お
い
て
一
層
重
要
性
を
ま
し
て
い
る
。
情
報
は
力
で
あ
る
、

し
た
が
っ
て
、

そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
「
結
論
」
は
極

と
い
わ
れ
る
が
、
今
日
で
は
政
府
・
行
政
機
構
は
厖
大
な
情
報
を
自
己
の
支

配
下
に
お
い
て
い
る
。
政
府
の
保
持
す
る
こ
れ
ら
の
情
報
を
政
府
の
意
思
に
反
し
て
で
も
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
の
手
段
と
し
て
議
会

の
調
査
権
は
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
議
院
内
閣
制
の
下
に
お
け
る
よ
う
に
政
府
と
議
会
多
数
者
が
事
実
上
一
体
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
議
会
内
少
数
者
が
こ
の
任
務
を
効
果
的
に
果
た
し
う
る
。
法
定
要
件
を
み
た
し
た
少
数
者
が
調
査
委
員
会
の
設
置
を
議
会
に
強
要
し

う
る
こ
と
を
定
め
た
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
三
四
条
、
基
本
法
第
四
四
条
は
、
こ
の
意
味
で
注
目
に
値
す
る
規
定
と
い
え
よ
う
。

政
府
及
び
議
会
多
数
者
の
意
に
反
し
て
で
も
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
事
実
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
少
数
者
調
査
権
は
、

「
不
正
調
査
」
に
際
し
て
そ
の
面
目
を
い
か
ん
な
く
発
揮
す
る
。
議
院
内
閣
制
の
下
で
は
、
政
府
及
び
議
会
多
数
者
の
「
自
浄
作
用
」
を

期
待
す
る
の
み
で
は
な
く
、
少
数
者
の
主
溝
に
よ
る
「
不
正
調
査
」
を
適
切
に
行
な
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
基
本
法
第

四
四
条
の
調
査
権
を
こ
の
意
味
で
（
「
立
法
調
査
」
等
と
き
り
は
な
し
て
）
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

連
邦
議
会
に
お
け
る
少
数
者
権
は
、
議
院
内
閣
制
の
下
に
お
け
る
議
会
内
反
対
派
の
地
位
の
重
視
と
い
う
傾
向
の
中
で
着
実
に
拡
大
さ

――――五
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い
わ
ゆ
る



で
、
少
数
者
が
『
決
定
』
す
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
調
査
委
員
会
の
設
置
権
が
真
に
反
対
派
の
権
利
に
な
っ
た
。
」

と
い
わ
れ
て

第
三
四
巻
第
二
号

れ
て
い
っ
て
い
る
。

た
だ
、
少
数
者
権
は
、
機
関
内
に
お
け
る
（
こ
こ
で
は
連
邦
議
会
内
で
の
）
意
思
形
成
手
続
上
の
民
主
主
義
的
原
則

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
も
多
く
、
政
府
に
対
す
る
「
統
制
権
」
と
し
て
の
性
格
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
少
数
者
調
査
権
を
必
ず
し
も
積

極
的
に
拡
大
し
、
位
置
づ
け
て
い
る
と
も
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
政
府
に
対
す
る
少
数
者
（
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
政
府
反
対
派
）

「
反
対
派
」
が
多
数
者
と
の
「
同
質
性
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
い
換
え
れ
ば
「
自
由
で
民
主
的
な
基
本
秩

序
」
内
に
お
け
る
統
治
の
代
替
的
担
当
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
中
で
、

あ
る
。
こ
の
前
提
の
相
違
が
、
基
本
法
制
定
時
に
お
け
る
少
数
者
調
査
権
の
制
限
と
、
最
近
の
少
数
者
権
拡
大
の
傾
向
と
の
間
に
横
た
わ

議
会
に
よ
る
政
府
に
対
す
る
統
制
作
用
を
行
な
う
た
め
に
は
、
議
会
で
の
『
決
定
』

し
れ
な
い
）
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
『
決
定
』
は
、
国
家
機
能
を
「
積
極
的
行
動
」
と
「
統
制
」
に
わ
け
る
と
い
わ
れ
る
と
き
の

「
積
極
的
行
動
」
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。

は
っ
き
り
と
し
た
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
で

ま
た
、
そ
の
決
定
が
政
府
の
不
信
任
と
い
う
よ
う
な
、
政
府
に
対
す
る
直
接
的
効
果
を
発

生
さ
せ
る
決
定
で
は
な
い
。
政
府
に
対
す
る
統
制
作
用
の
開
始
を
意
味
す
る
『
決
定
』
に
は
、
少
数
者
権
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
し
、
積
極
的
に
導
入
す
べ
き
だ
と
も
い
え
よ
う
。
少
数
者
動
議
に
も
と
づ
く
調
査
委
員
会
設
置
『
決
定
』
は
、

い
え
る
。
設
置
に
つ
い
て
の
形
式
的
決
定
権
は
、
議
会
が
有
し
て
い
る
が
、
少
数
者
が
、

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
『
決
定
』
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
少
数
者
権
の
導
入
こ
そ
が
議
院
内
閣
制
の
下
で
の
、
政
府
に
対
す
る
議
会

的
統
制
実
効
化
の
不
可
欠
の
要
件
と
い
え
よ
う
。
少
数
者
権
は
「
手
続
」
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
わ
れ
る
と
き
も
、
そ
こ
で
い
う
手

続
に
は
、
少
数
者
の
証
拠
動
義
（
証
拠
調
に
お
い
て
法
定
要
件
を
み
た
す
少
数
者
が
必
要
だ
と
み
な
し
た
証
拠
を
委
員
会
は
取
調
べ
な
け

っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

の
統
制
権
は
、

関
法

ま
さ
に
こ
の
好
例
と

ま
さ
に
多
数
者
に
設
置
を
し
い
る
と
い
う
意
味

（
あ
る
い
は
「
決
断
」
と
い
っ
た
方
が
妥
当
か
も

――-＿六
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ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
国
・
完

も
の
と
し
て
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

会
の
調
査
権
に
つ
い
て
|
|
_
ド
イ
ツ
の
判
例
を
中
心
と
し
て
ー
|
_
」

れ
ば
な
ら
な
い
）
を
認
め
る
こ
と
ま
で
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
い
う
広
い
意
味
で
の
『
決
定
』
権
を
少
数
者
に
認
め
よ
う
と
す
る
も
の

だ
と
も
解
さ
れ
る
。

当
初
の
予
定
が
大
き
く
遅
れ
、
本
稿

H
l詞
・
完
の
連
載
が
長
期
に
亘
っ
た
た
め
、
内
容
が
重
複
し
た
り
、
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相

違
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
基
本
的
な
論
旨
は
、
「
は
じ
め
に
」
と
「
む
す
び
」
ま
で
一
貫
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
又
、
「
議

＊
 

＊
 

＊
 

（
＝
―
-
三
巻
三
・
四
•
五
合
併
号
一
九
九
頁
）
も
本
稿
の
一
環
を
な
す

一
三
七
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